
番号 名称 略称

17 教育出版 教　出◆ 音楽
Ａ４
変型
276

27 教育芸術社 教　芸◆ 音楽
Ａ４
変型
294

検定済年

（一　般）

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

音　　　楽

令和２年

発行者

７０１・８０１・８０２

７０２・８０３・８０４
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者  

冊 数 発 行 者 の 略 称 

６ 冊 教出、教芸 

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、

音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を

生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

(2) 音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感

楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

〔第２、３学年〕 

(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を

生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

(2) 曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴く

ことができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音

楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養

う。 

【参考：中学校学習指導要領解説 音楽編「第１章 総説 ２ 音楽科改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】 

中央教育審議会答申においては、小学校、中学校及び高等学校を通じた音楽科の成果と課題につい

て、次のように示されている。 

○ 音楽科、芸術科（音楽）においては、音楽のよさや楽しさを感じるとともに、思いや意図を持

って表現したり味わって聴いたりする力を育成すること、音楽と生活との関わりに関心を持って、

生涯にわたり音楽文化に親しむ態度を育むこと等に重点を置いて、その充実を図ってきたところ

である。 

○ 一方で、感性を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生み出したり、音楽を聴いてそのよさ

や価値等を考えたりしていくこと、我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、よさを一層味わえるよう

にしていくこと、生活や社会における音や音楽の働き、音楽文化についての関心や理解を深めて

いくことについては、更なる充実が求められるところである。 

○ 今回の学習指導要領の改訂においては、これまでの成果を踏まえ、これらの課題に適切に対応

できるよう改善を図っていくことが必要である。 

【音楽科の目標】 

性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

【学年の目標】 

〔第１学年〕 

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

(2) 音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと

ができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音
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これらの成果と課題を踏まえた中学校音楽科の改訂の基本的な考え方は、次のとおりである。 

・ 感性を働かせ、他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや美しさ 

などを見いだしたりすることができるよう、内容の改善を図る。 

・ 音や音楽と自分との関わりを築いていけるよう、生活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化 

についての理解を深める学習の充実を図る。 

 

３ 教科書の調査研究 

 

（１）内容 

  ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」）                                      

 調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ 「表現」の教材数（曲数） 
教科の目標 曲 

ｂ 「鑑賞」の教材数（曲数） 
ｃ 〔共通事項〕の「思考力、判断力、

表現力等」について示された箇所数 中学校学習指導要領解説音楽編「第

２章 音楽科の目標及び内容  
第２節 音楽科の内容」 

箇所 
ｄ 〔共通事項〕の「知識」について示

された箇所数 

ｅ 言語活動について具体的に示され

た箇所数 

中学校学習指導要領解説音楽編「第

４章 指導計画の作成と内容の取

扱い  
２ 内容の取扱いと指導上の配慮

事項」 

箇所 

ｆ 我が国や郷土の伝統音楽の曲数と

資料が掲載されたページ数 中学校学習指導要領解説音楽編「第

２章 音楽科の目標及び内容  
２ 音楽科の内容」 

曲、ページ 

ｇ 諸外国の音楽の曲数と資料が掲載

されたページ数 曲、ページ 

ｈ コンピュータや教育機器を活用す

る箇所数 

中学校学習指導要領解説音楽編「第

４章 指導計画の作成と内容の取

扱い  
２ 内容の取扱いと指導上の配慮

事項」 

箇所 

ｉ 発展的な内容を取り上げている箇

所数 中学校学習指導要領「第１章総則」 箇所 

   

イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

①  調査項目の具体的な内容の対象とした事項 
     調査研究項目のａ、ｂ、ｅ及び iとの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 
    ａ-１、f、g 表現（歌唱）（別紙２－１） 

ａ-２、f、g 表現（器楽）（別紙２－１）  

ａ-３、f、g 表現（創作）（別紙２－１）  

    ｂ、ｆ、ｇ 鑑賞（別紙２－２） 

    ｃ 〔共通事項〕の「思考力、判断力、表現力等」について示された箇所（別紙２－３） 

    ｄ 〔共通事項〕の「知識」について示された箇所（別紙２－３） 

    ｅ 言語活動について具体的に示された箇所（別紙２－３） 

        ｆ 我が国や郷土の伝統音楽（別紙２－１）（別紙２－２） 

    ｇ 諸外国の音楽（別紙２－１）（別紙２－２） 
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ｉ 発展的な内容を取り上げている箇所（別紙２－４） 

   ＜その他＞ 
＊1 国旗・国歌の扱い（別紙２－５） 

＊2 防災や自然災害の扱い（別紙２－６） 

＊3 オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－７） 

 
② 調査対象事項を設定した理由等 
・ 「表現」では、歌唱、器楽、創作の活動ごとに、「思考力、判断力、表現力等」、「知識」及び

「技能」に関する資質・能力を育てるために必要な指導内容が示されている。そこで、３分野の

内容項目における指導のねらいを達成させるための教材を調査する。（ａ-１、ａ-２、ａ-３） 

  ・ 「鑑賞」では、「思考力、判断力、表現力等」、「知識」に関する資質・能力を育てるために必

要な指導内容が示されている。そこで、観点ごとに分類した指導のねらいを達成させるための題

材や教材を調査する。（ｂ） 

・ 言語活動については、音楽科の特質に応じた言語活動を適切に位置付けた指導は、生徒一人一

人の音楽に対する価値意識を広げることにつながると示されている。そこで、音や音楽及び言葉

によるコミュニケーションを図る学習活動についての題材や教材を調査する。（ｅ） 

・ 我が国や郷土の伝統音楽については、中学校学習指導要領解説音楽編「第１章 総説 ２ 音

楽科改訂の趣旨及び要点」の中に、以下の記述がある。 
⑥ 我が国や郷土の伝統音楽に関わる指導の充実 

中央教育審議会答申において、「我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、よさを一層味わえるよう

にしていくこと」の「更なる充実が求められる」とされたことを踏まえ、次のように改訂した。 

歌唱や器楽の指導において、我が国の伝統的な歌唱や和楽器を扱う際の配慮事項として、「生

徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい、愛着をもつことができるよう工夫すること」を新

たに示した。 

    また、中学校学習指導要領解説音楽編「第４章 ２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項」の中

に、以下の記述がある。 
 ２(2) 各学年の「Ａ表現」の(1)の歌唱の指導に当たっては、次のとおり取り扱うこと。 

ア 歌唱教材は、次に示すものを取り扱うこと。 

(ｱ) 我が国及び諸外国の様々な音楽のうち、指導のねらいに照らして適切で、生徒にとって親

しみがもてたり意欲が高められたり、生活や社会において音楽が果たしている役割が感じ取

れたりできるもの。 

(ｲ) 民謡、長唄などの我が国の伝統的な歌唱のうち、生徒や学校、地域の実態を考慮して、伝

統的な声や歌い方の特徴を感じ取れるもの。なお、これらを取り扱う際は、その表現活動を

通して、生徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい、愛着をもつことができるよう工夫

すること。 

(ｳ) 我が国で長く歌われ親しまれている歌曲のうち、我が国の自然や四季の美しさを感じ取れ

るもの又は我が国の文化や日本語のもつ美しさを味わえるもの。なお、各学年において、以

下の共通教材の中から１曲以上を含めること。 

「赤とんぼ」  三木 露風 作詞  山田 耕筰 作曲 

「荒城の月」  土井 晩翠 作詞  滝 廉太郎 作曲 

「早春賦」   吉丸 一昌 作詞  中田  章 作曲 

「夏の思い出」 江間 章子 作詞  中田 喜直 作曲 

「花」     武島 羽衣 作詞  滝 廉太郎 作曲 

「花の街」   江間 章子 作詞  團 伊玖磨 作曲 

「浜辺の歌」  林   古溪 作詞  成田 為三 作曲 
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このことから、我が国や郷土の伝統音楽について取り扱う教材についても調査する。 

教材の地域的・歴史的な範囲等は「我が国及び諸外国の様々な音楽」と幅広いため、指導のね

らいに適切な教材であるか、具体的に教材の内容（題材名、国や地域、時代、作曲家や演奏形態

など）について調査する。 

・ 発展的な内容については、中学校学習指導要領第１章総則「第２ 教育課程の編成 ３ 教育課

程の編成における共通事項 （１）内容等の取扱い イ」において、「学校において特に必要があ

る場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」と示されている。

また、（３）「指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」では、「各教科等及び各学年相互間

の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにすること」と示されている。 

これらのことから、発展的な内容の扱いの有無、取り上げている内容の具体的な学習の内容につ

いて調査する。（ｉ） 

  ・ コンピュータや教育機器の使用については、中学校学習指導要領解説音楽編「第４章 指導計

画の作成と内容の取扱い ２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項」において、「生徒が様々な感

覚を関連付けて音楽への理解を深めたり、主体的に学習に取り組んだりすることができるように

するため、コンピュータや教育機器を効果的に活用できるよう指導を工夫すること」とあるため、

コンピュータや教育機器を活用する箇所を調査する。 
・ 国旗・国歌については、学習指導要領に基づき、国旗・国歌に対する正しい認識をもたせ、そ

れらを尊重する態度を育てることが大切であることから、その扱いについて調査する。（＊１） 

・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が

重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。（＊２） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に

貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調

査する。（＊３） 

③ 調査研究の方法 
    ａ 表現（ａ-１歌唱・ａ-２器楽） 

題材（項目）名 曲名 国や地域 作詞家 作曲家 演奏形態等 

    ａ 表現（ａ-３創作） 
題材（項目）名 具体的な学習活動  

    ｂ 鑑賞 

      題材（項目）名 曲名 国や地域 時代 作曲家 演奏形態等 

ｅ 言語活動について 

言語活動について具体的に示された箇所についてその学習内容を調査する。 

ｈ コンピュータや教育機器を活用する箇所についてその学習内容を調査する。 

ｉ 発展的な内容については、義務教育諸学校教科用図書検定基準第２章２（１６）に基づき、

発展的な学習内容以外のものと区別して、発展的な学習内容であることが明示されているもの

を整理する。 

   ＊１ 国旗・国歌について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊２ 防災や自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

   ＊３ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

 
（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）                                

   以下の観点により、箇条書きで記述する。 
  ア 目次、表記、表現の工夫 
  イ 絵、図、写真、資料、楽譜等の工夫 
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  ウ 単元構成の工夫 
  エ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 
  オ ユニバーサルデザインの視点 

カ デジタルコンテンツの扱い 
キ その他 
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を
除
く
諸
外
国
の
芸
術
音
楽
・
民
俗
音
楽
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
等
を
表
現
・
鑑
賞
の
領
域
別
に
数
え
た
。

○
ｆ
・
ｇ
の
資
料
は
、
題
材
に
関
連
す
る
資
料
楽
譜
・
図
表
・
挿
絵
・
写
真
等
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
を
数
え
た
。
（
題
材
に
関
連
の
な
い
イ
ラ
ス
ト
等
を
除
く
。
）

計

ｃ 　
〔
共
通
事
項
〕
の

「
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
等
」
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
箇

所
数

鑑 賞
計

表 現
鑑 賞

ｄ 　
〔
共
通
事
項
〕
の

「
知
識
」
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
箇
所
数

表 現

ａ 　
「
表
現
」
の
教
材
数
（
曲

数
）

ｂ 「 鑑 賞 」 の 教 材 数 （ 曲 数 ）

計
歌 唱

器 楽
創 作

表 現

ｈ コ ン ピ ュ ー タ や 教 育 機 器 を 活

　 用 す る 箇 所 数

ｅ 　
言
語
活
動
に
つ
い

て
具
体
的
に
示
さ
れ

た
箇
所
数

資 料 が 掲 載 さ れ

た ペ ー ジ 数

鑑 賞 の 曲 数

鑑 賞
計

ｇ 　
諸
外
国
の
音
楽
の

曲
数
と
資
料
が
掲
載

さ
れ
た
ペ
ー
ジ
数

i 発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て

い る 箇 所 数

表 現 の 曲 数

鑑 賞 の 曲 数

資 料 が 掲 載 さ れ

た ペ ー ジ 数

ｆ 　
我
が
国
や
郷
土
の

伝
統
音
楽
の
曲
数
と

資
料
が
掲
載
さ
れ
た

ペ
ー
ジ
数

表 現 の 曲 数

（
調
査
結
果
）
　
表
中
の
「
平
均
値
」
は
小
数
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
た
。
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

青
空
へ
の
ぼ
ろ
う

日
本

中
野
郁
子

平
吉
毅
州

及
川
春
恵
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

イ
ギ
リ
ス

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
）

ス
コ
ッ
ト
夫
人

和
田
崇
（
編
曲
）

藤
浦
洸
（
日
本
語
詞
）

同
声
二
部
合
唱

○

希
望
と
い
う
名
の
花
を

日
本

山
崎
朋
子

山
崎
朋
子

混
声
三
部
合
唱

夏
の
思
い
出

日
本

江
間
章
子

中
田
喜
直

同
声
二
部
合
唱

○

赤
と
ん
ぼ

日
本

三
木
露
風

山
田
耕
筰

独
唱
・
斉
唱

○

こ
の
道

日
本

北
原
白
秋

山
田
耕
筰

独
唱
・
斉
唱

明
日
を
信
じ
て

日
本

小
林
真
人

小
林
真
人

森
永
千
代
子
（
編
曲
）

混
声
二
部
合
唱

飛
び
立
と
う
君
の
空
へ

日
本

牧
原
ひ
つ
じ

森
谷
風
太

混
声
三
部
合
唱

あ
の
丘
の
向
こ
う
か
ら

日
本

牧
原
ひ
つ
じ

黒
江
駿
介

混
声
二
部
合
唱
・

部
分
混
声
三
部
合
唱

ソ
ー
ラ
ン
節

日
本

北
海
道
民
謡

野
木
雄
大
（
編
曲
）

独
唱
・
斉
唱

○

か
り
ぼ
し
切
り
歌

日
本

宮
崎
県
民
謡

仲
原
加
昌
（
採
譜
）

独
唱
・
斉
唱

○

谷
茶
前

日
本

沖
縄
県
民
謡

宮
里
尚
子
（
採
譜
・
訳
譜
・
編

曲
）

独
唱
・
斉
唱

○

全
体

の
構
成
を
理
解
し
て
表
現
を
楽
し

も
う

く
い
し
ん
ぼ
う
の
ラ
ッ
プ

日
本

三
部
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

海
が
明
け
る
よ

日
本

名
取
和
彦

赤
尾
暁

混
声
二
部
合
唱

部
分
混
声
三
部
合
唱

夢
は
大
空
を
駈
け
る

日
本

館
蓬
萊

渡
部
節
保

混
声
三
部
合
唱

君
と
歩
こ
う

日
本

栂
野
知
子

栂
野
知
子

混
声
三
部
合
唱

心
を
こ
め
て

日
本

吉
岡
ひ
と
み

吉
岡
ひ
と
み

松
井
孝
夫
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

ほ
ら
ね
、

日
本

い
と
う
け
い
し

ま
つ
し
た
こ
う

混
声
三
部
合
唱

故
郷

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

足
本
憲
治
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

国
歌

君
が
代

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱
・
斉
唱

歌
の

ア
ル
バ
ム

1

無
理

の
な
い
自
然
な
声
の
出
し
方
で
歌

お
う

曲
の

形
式
を
生
か
し
て
歌
お
う

民
謡

の
特
徴
を
捉
え
て
ふ
さ
わ
し
い
声

で
歌

お
う

音
楽

の
ま
と
ま
り
を
生
か
し
て
合
わ
せ

て
歌

お
う

「
別

紙
２

－
１

」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的

な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

和
田
崇
（
作
・
構
成
）

教 　 　 出
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

生
命
が
羽
ば
た
く
と
き

日
本

人
見
敬
子

西
澤
健
治

混
声
三
部
合
唱

語
り
あ
お
う

日
本

劇
団
四
季
文
芸
部

鈴
木
邦
彦

川
崎
絵
都
夫
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

大
切
な
も
の

日
本

山
崎
朋
子

山
崎
朋
子

混
声
三
部
合
唱

曲
の

特
徴
を
生
か
し
て
歌
お
う

Ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｃ
ａ
ｎ

Ｆ
ｌ
ｙ
！

日
本

小
林
真
人

小
林
真
人

赤
尾
暁
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

浜
辺
の
歌

日
本

林
古
溪

成
田
為
三

独
唱
・
斉
唱

○

早
春
賦

日
本

吉
丸
一
昌

中
田
章

独
唱
・
斉
唱

○

花
の
街

日
本

江
間
章
子

團
伊
玖
磨

独
唱
・
斉
唱

○

時
計
台
の
鐘

日
本

高
階
哲
夫

高
階
哲
夫

佐
藤
麻
耶
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

曲
想

を
味
わ
い
な
が
ら
合
わ
せ
て
歌
お

う
そ
よ
ぐ
風
の
中
で

日
本

う
ら
ん

西
澤
健
治

混
声
三
部
合
唱

曲
想

を
味
わ
い
な
が
ら
、
曲
に
ふ
さ
わ

し
い

表
現
を
工
夫
し
よ
う
。

こ
の
星
の
ど
こ
か
で

日
本

和
泉
薫

赤
尾
暁

混
声
三
部
合
唱

唱
歌

を
用
い
て
「
越
天
楽
」
を
体
験
し

よ
う

（
打
ち
も
の
と
篳
篥
の
唱
歌
）

越
天
楽

日
本

作
曲
者
不
詳

伊
野
義
博
（
採
譜
・
構
成
）

独
唱
・
斉
唱

○

能
の

音
楽
を
体
験
し
よ
う

能
「
羽
衣
」

日
本

小
早
川
修
（
採
譜
・
構
成
）

独
唱
・
斉
唱

○

カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

ア
メ
リ
カ

ダ
ノ
フ
、
ニ
バ
ー
ト
、

デ
ン
バ
ー

ダ
ノ
フ
、
ニ
バ
ー
ト
、

デ
ン
バ
ー

吉
原
順
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

○

雪
の
降
る
街
を

日
本

内
村
直
也

中
田
喜
直

独
唱
・
斉
唱

Ｈ
Ｅ

Ｉ
Ｗ

Ａ
の
鐘

日
本

仲
里
幸
広

仲
里
幸
広

白
石
哲
也
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

ほ
た
る
の
光

イ
ギ
リ
ス
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

稲
垣
千
頴
（
日
本
語
詞
）

池
田
裕
之
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

○

故
郷

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

足
本
憲
治
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

国
歌

君
が
代

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱
・
斉
唱

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

曲
の

形
式
を
生
か
し
て
歌
お
う

曲
に

ふ
さ
わ
し
い
発
声
で
歌
お
う

歌
の

ア
ル
バ
ム

教   出

２ ・ ３ 上
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

旅
立
ち
の
日
に

日
本

小
嶋
登

坂
本
浩
美

松
井
孝
夫
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ

イ
タ
リ
ア

Ｇ
.
デ
・
ク
ル
テ
ィ
ス

Ｅ
.
デ
・
ク
ル
テ
ィ

ス
徳
永
政
太
郎
(
訳
詞
)

独
唱
・
斉
唱

○

Ｔ
ｏ
ｐ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

ア
メ
リ
カ

ベ
テ
ィ
ス
、
カ
ー
ペ
ン

タ
ー

ベ
テ
ィ
ス
、
カ
ー
ペ
ン

タ
ー

足
本
憲
治
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

○

花
日
本

武
島
羽
衣

滝
廉
太
郎

同
声
二
部
合
唱

○

荒
城
の
月

日
本

土
井
晩
翠

滝
廉
太
郎

独
唱
・
斉
唱

○

荒
城
の
月

日
本

土
井
晩
翠

滝
廉
太
郎

山
田
耕
筰
（
補
作
編
曲
）

独
唱
・
斉
唱

○

椰
子
の
実

日
本

島
崎
藤
村

大
中
寅
二

独
唱
・
斉
唱

曲
想

を
味
わ
い
な
が
ら
合
わ
せ
て
歌
お

う
時
を
越
え
て

日
本

栂
野
知
子

栂
野
知
子

混
声
三
部
合
唱

長
唄

「
勧
進
帳
」
を
う
た
お
う

長
唄
「
勧
進
帳
」
よ
り

日
本

三
世
並
木
五
瓶

四
世
杵
屋
六
三
郎

小
塩
さ
と
み
（
採
譜
・
構
成
）

独
唱
・
斉
唱

○

記
念
日
～
希
望
の
バ
ト
ン
～

日
本

里
乃
塚
玲
央

西
澤
健
治

混
声
三
部
合
唱

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

ア
メ
リ
カ

ニ
ュ
ー
ト
ン

作
曲
者
不
明

森
垣
桂
一
（
編
曲
）

混
声
四
部
合
唱

○

火
の
山
の
子
守
歌

日
本

谷
川
雁

新
実
徳
英

混
声
四
部
合
唱

世
界
が
ひ
と
つ
の
家
族
の
よ

う
に

日
本

鮎
川
め
ぐ
み

千
住
明

菅
野
夏
生
（
編
曲
）

混
声
四
部
合
唱

仰
げ
ば
尊
し

日
本

不
明

不
明

前
沢
信
幸
（
編
曲
）

混
声
四
部
合
唱

さ
よ
う
な
ら

日
本

倉
品
正
二

倉
品
正
二

佐
藤
麻
耶
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

大
地
讃
頌
（
カ
ン
タ
ー
タ

「
土
の
歌
」
か
ら
）

日
本

大
木
惇
夫

佐
藤
眞

混
声
四
部
合
唱

故
郷

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

足
本
憲
治
（
編
曲
）

混
声
四
部
合
唱

国
歌

君
が
代

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱
・
斉
唱

曲
想

を
感
じ
取
り
、
曲
の
特
徴
を
生
か

し
て

歌
お
う

曲
の

形
式
を
生
か
し
て
歌
お
う

歌
の

ア
ル
バ
ム

「
別

紙
２

－
１

」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的

な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

２ ・ ３ 下

教 　 　 出
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

思
い

を
こ
め
て
明
る
い
声
で
合
唱
し
よ

う
。

Ｗ
ｅ
’
ｌ
ｌ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｙ
～
は
る
か

な
道
へ

日
本

杉
本
竜
一

杉
本
竜
一

同
声
二
部
合
唱

作
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、
思

い
を

こ
め
て
合
唱
し
よ
う
。

そ
の
先
へ

日
本

山
崎
朋
子

山
崎
朋
子

同
声
二
部
合
唱

曲
の

構
成
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う
。

主
人
は
冷
た
い
土
の
中
に

（
静
か
に
眠
れ
）

ア
メ
リ
カ

Ｓ
.
Ｃ
.
フ
ォ
ス
タ
ー

武
井
君
子
（
日
本
語
詞
）

浦
田
健
次
郎
（
編
曲
）

独
唱
・
斉
唱
と
リ
コ
ー

ダ
ー

○

情
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
表
情
豊

か
に

歌
お
う
。

浜
辺
の
歌

日
本

林
古
溪

成
田
為
三

独
唱
・
斉
唱

○

情
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
思
い
を

こ
め

て
歌
お
う
。

赤
と
ん
ぼ

日
本

三
木
露
風

山
田
耕
筰

独
唱
・
斉
唱

○

パ
ー

ト
の
役
割
を
感
じ
取
っ
て
合
唱
し

よ
う

。
朝
の
風
に

日
本

安
西
薫

長
谷
部
匡
俊

混
声
二
部
合
唱

曲
想

を
生
か
し
て
合
唱
し
よ
う
。

君
を
の
せ

て
日
本

宮
崎
駿

久
石
譲

三
宅
悠
太
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

曲
の

構
成
や
曲
想
の
変
化
を
生
か
し
て

合
唱

し
よ
う
。

Ｌ
ｅ
ｔ
’
ｓ

Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
　
Ｆ
ｏ
ｒ

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

日
本

堀
徹

大
澤
徹
訓

混
声
三
部
合
唱

英
語

で
歌
お
う
！

Ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
ｗ
ｅ
ｉ
ｓ
ｓ

ア
メ
リ
カ

Ｏ
.
ハ
マ
ー
ス
タ
イ
ン

２
世

Ｒ
.
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

阪
田
寛
夫
（
日
本
語
詞
）

独
唱
・
斉
唱

○

「
越

天
楽
」
の
唱
歌
を
歌
お
う

越
天
楽

日
本

中
村
仁
美
（
採
譜
）

独
唱
・
斉
唱

○

声
や

音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
て
日
本
の

民
謡

を
歌
お
う
。

ソ
ー
ラ
ン
節

日
本

北
海
道
民
謡

伊
藤
多
喜
雄
（
採
譜
・
監
修
）

独
唱
・
斉
唱

○

涙
そ
う
そ
う

日
本

森
山
良
子

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ

佐
井
孝
彰
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

上
を
向
い
て
歩
こ
う

日
本

永
六
輔

中
村
八
大

独
唱
・
斉
唱

ふ
る
さ
と
（
全
校
合
唱
）

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

黒
部
美
樹
（
編
曲
）

混
声
二
部
合
唱

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ

日
本

杉
本
竜
一

杉
本
竜
一

同
声
二
部
合
唱

飛
び
出
そ
う
 
未
来
へ

日
本

平
野
祐
香
里

鹿
谷
美
緒
子

混
声
二
部
合
唱

友
達
の
友
達

日
本

御
徒
町
凧

ア
ベ
タ
カ
ヒ
ロ

同
声
二
部
合
唱

Ｙ
ｅ
ｓ
‼

日
本

北
方
寛
丈

北
方
寛
丈

同
声
二
部
合
唱

ｕ
ｎ
ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
（
ア

ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
）

日
本

桑
原
永
江

若
松
歓

同
声
二
部
合
唱

君
は
君
で
い
い

日
本

里
乃
塚
玲
央

森
山
至
貴

混
声
二
部
合
唱

星
座

日
本

長
井
理
佳

長
谷
部
匡
俊

混
声
三
部
合
唱

カ
リ
ブ
 
夢
の
旅

日
本

平
野
祐
香
里

橋
本
祥
路

混
声
三
部
合
唱

マ
イ
 
バ
ラ
ー
ド

日
本

松
井
孝
夫

松
井
孝
夫

混
声
三
部
合
唱

あ
す
と
い
う
日
が

日
本

山
本
瓔
子

八
木
澤
教
司

混
声
三
部
合
唱

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

日
本

ミ
マ
ス

ミ
マ
ス

富
澤
裕
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

国
歌

国
歌
「
君
が
代
」

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱
・
斉
唱

歌
い

継
ご
う
日
本
の
歌

心
通

う
合
唱

「
別

紙
２

－
１

」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的

な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

1

教 　 　 芸
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

拍
に

の
っ
て
、
響
き
の
あ
る
声
で
合
唱

し
よ

う
。

夢
の
世
界
を

日
本

芙
龍
明
子

橋
本
祥
路

混
声
三
部
合
唱

パ
ー

ト
の
役
割
を
理
解
し
て
合
唱
し
よ

う
。

翼
を
く
だ
さ
い

日
本

山
上
路
夫

村
井
邦
彦

鶴
原
勇
夫
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

情
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
言
葉
を

大
切

に
し
て
歌
お
う
。

夏
の
思
い
出

日
本

江
間
章
子

中
田
喜
直

同
声
二
部
合
唱

○

荒
城
の
月

日
本

土
井
晩
翠

滝
廉
太
郎

独
唱
・
斉
唱

○

荒
城
の
月

日
本

土
井
晩
翠

滝
廉
太
郎

山
田
耕
筰
（
補
作
編
曲
）

独
唱
・
斉
唱

○

旋
律

の
動
き
を
理
解
し
て
合
唱
し
よ

う
。

夏
の
日
の
贈
り
も
の

日
本

高
木
あ
き
こ

加
賀
清
孝

混
声
二
部
合
唱

曲
想

を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に
歌
お

う
。

サ
ン
タ
　
ル
チ
ア

（
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
　
Ｌ
ｕ
ｃ
ｉ

ａ
）

イ
タ
リ
ア

ナ
ポ
リ
民
謡

小
松
清
(
日
本
語
詞
)

独
唱
・
斉
唱

〇

曲
想

の
変
化
を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に

歌
お

う
。

Ｊ
ｏ
ｙ
ｆ
ｕ
ｌ
　
Ｊ
ｏ
ｙ
ｆ

ｕ
ｌ

Ｈ
.
ｖ
.
ダ
イ
ク

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

Ｍ
.
ウ
ォ
ー
レ
ン

東
野
ひ
ろ
あ
き
（
日
本
語
詞
）

滝
口
亮
介
（
編
曲
）

独
唱
・
斉
唱

〇

歌
詞

と
旋
律
の
関
わ
り
を
生
か
し
て
合

唱
し

よ
う
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本

星
梨
津
子

佐
井
孝
彰

混
声
三
部
合
唱

声
や

音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
て
長
唄
を

唄
お

う
。

長
唄
「
勧
進
帳
」
か
ら

日
本

三
世
並
木
五
瓶

四
世
杵
屋
六
三
郎

今
藤
政
太
郎
（
監
修
・
採
譜
）

独
唱
・
斉
唱

〇

声
や

音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
て
義
太
夫

節
を

語
ろ
う
。

義
太
夫
節
「
野
崎
村
の
段
」

か
ら

日
本

近
松
半
二

豊
竹
呂
勢
太
夫
（
監
修
・
採
譜
）

独
唱
・
斉
唱

〇

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら

日
本

荒
井
由
実

荒
井
由
実

ア
ベ
タ
カ
ヒ
ロ
（
編
曲
）

同
声
二
部
合
唱

夏
は
来
ぬ

日
本

佐
佐
木
信
綱

小
山
作
之
助

三
宅
悠
太
（
編
曲
）

混
声
四
部
合
唱

ふ
る
さ
と
（
全
校
合
唱
）

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

黒
部
美
樹
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱
（
部
分

混
声
四
部
合
唱
）

ハ
ー
ト
の
ア
ン
テ
ナ

日
本

杉
本
竜
一

杉
本
竜
一

富
澤
裕
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

Ｍ
ｙ
　
Ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ

－
僕
が
創
る
明
日
－

日
本

栂
野
知
子

栂
野
知
子

混
声
三
部
合
唱

未
来
へ
の
旅

日
本

杉
本
深
由
起

佐
井
孝
彰

混
声
三
部
合
唱

大
切
な
も
の

日
本

山
崎
朋
子

山
崎
朋
子

混
声
三
部
合
唱

ぜ
ん
ぶ

日
本

さ
く
ら
も
も
こ

相
澤
直
人

混
声
三
部
合
唱

時
の
旅
人

日
本

深
田
じ
ゅ
ん
こ

橋
本
祥
路

混
声
三
部
合
唱

蛍
の
光

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

稲
垣
千
頴
(
日
本
語
詞
)

市
川
都
志
春
（
編
曲
）

混
声
三
部
合
唱

国
歌

国
歌
「
君
が
代
」

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱
・
斉
唱

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

心
通

う
合
唱

歌
詞

と
旋
律
が
生
み
出
す
雰
囲
気
を
味

わ
い

な
が
ら
歌
お
う
。

歌
い

継
ご
う
日
本
の
歌

２ ・ ３ 上

教 芸
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

国
や
地
域

作
詞
家

作
曲
家

編
曲
家
等

演
奏
形
態
等

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

情
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
言
葉
を

大
切

に
し
て
合
唱
し
よ
う
。

花
日
本

武
島
羽
衣

滝
廉
太
郎

同
声

二
部

合
唱

○

詩
や

曲
の
背
景
を
理
解
し
て
歌
お
う
。

花
の
街

日
本

江
間
章
子

團
伊
玖
磨

独
唱

・
斉

唱
○

情
景

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
表
情
豊
か

に
歌

お
う
。

早
春
賦

日
本

吉
丸
一
昌

中
田
章

中
田
喜
直
（
伴
奏
編
曲
）

独
唱

・
斉

唱
○

声
が

響
き
合
う
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が

ら
合

唱
し
よ
う
。

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｇ
ｒ
ａ

ｃ
ｅ

ア
メ
リ
カ

Ｊ
.
ニ
ュ
ー
ト
ン

ア
メ
リ
カ
の
古
い
旋

律
三
宅
悠
太
（
編
曲
）

混
声

三
部

合
唱

○

曲
想

を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に
歌
お

う
。

帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
（
Ｔ
ｏ
ｒ

ｎ
ａ
　
ａ
　
Ｓ
ｕ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｔ
ｏ
）

イ
タ
リ
ア

Ｇ
.
Ｂ
.
デ
　
ク
ル
テ
ィ

ス
Ｅ
.
デ
　
ク
ル
テ
ィ

ス
芙
龍
明
子
（
日
本
語
詞
）

独
唱

・
斉

唱
○

歌
詞

と
旋
律
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
合

唱
し

よ
う
。

き
み
と
と
も
に

日
本

池
上
尊

三
宅
悠
太

混
声

三
部

合
唱

曲
の

雰
囲
気
を
生
か
し
て
英
語
の
歌
を

歌
お

う
。

Ｌ
ｅ
ｔ
　
Ｉ
ｔ
　
Ｂ
ｅ

イ
ギ
リ
ス

Ｊ
.
レ
ノ
ン
・
Ｐ
.
マ
ッ

カ
ー
ト
ニ
ー

Ｊ
.
レ
ノ
ン
・
Ｐ
.
マ
ッ

カ
ー
ト
ニ
ー

独
唱

・
斉

唱
○

謡
「
敦
盛
」
か
ら

日
本

世
阿
弥

清
水
寛
二
（
採
譜
・
監
修
）

独
唱

・
斉

唱
○

中
之
舞

日
本

清
水
寛
二
（
楽
譜
構
成
）

独
唱

・
斉

唱
○

花
は
咲
く

日
本

岩
井
俊
二

菅
野
よ
う
子

菅
野
よ
う
子
（
編
曲
）

同
声

二
部

合
唱

椰
子
の
実

日
本

島
崎
藤
村

大
中
寅
二

独
唱

・
斉

唱

ふ
る
さ
と
（
全
校
合
唱
）

日
本

高
野
辰
之

岡
野
貞
一

黒
部
美
樹
（
編
曲
）

混
声

四
部

合
唱

忘
れ
る
こ
と
な
ん
か
で
き
な

い
日
本

若
松
歓

若
松
歓

混
声

三
部

合
唱

こ
の
町
が
好
き

日
本

才
木
奈
津
子

横
山
潤
子

混
声

三
部

合
唱

旅
立
ち
の
日
に

日
本

小
嶋
登

坂
本
浩
美

松
井
孝
夫
（
編
曲
）

混
声

三
部

合
唱

春
に

日
本

谷
川
俊
太
郎

木
下
牧
子

混
声

三
部

合
唱

大
地
讃
頌
（
カ
ン
タ
ー
タ

「
土
の
歌
」
か
ら
）

日
本

大
木
惇
夫

佐
藤
眞

混
声

四
部

合
唱

仰
げ
ば
尊
し

日
本

不
詳

不
詳

市
川
都
志
春
（
編
曲
）

混
声

四
部

合
唱

国
歌

国
歌
「
君
が
代
」

日
本

古
歌

林
広
守

独
唱

・
斉

唱

心
通

う
合
唱

声
や

音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
て
謡
を
謡

お
う

。

歌
い

継
ご
う
日
本
の
歌

２ ・ ３ 下

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
 
　
ａ
‐
１
　
、
ｆ
、
ｇ
　
表
現
（
歌
唱
）
　
】
（
中
学
校
　
音
楽
一
般
）

教 　 　 芸
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発
行
者

学
年

題
材
（
項
目
）
名

曲
　

名
国

や
地

域
作

詞
家

作
曲

家
編

曲
家

等
演

奏
形

態
等

f
 
我
が
国
や
郷

土
の
伝
統
音
楽

g
 
諸
外
国
の
音

楽

無
理
の
な
い
自
然
な
声
の
出
し
方
で
歌
お
う

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

イ
ギ
リ
ス

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

ス
コ

ッ
ト

夫
人

和
田

崇
（
編

曲
）

藤
浦

洸
（
日

本
語

詞
）

リ
コ

ー
ダ

ー
重

奏
・

合
奏

○

箏
（
こ
と
）
を
弾
い
て
み
よ
う

さ
く
ら

さ
く

ら
日

本
日

本
古

謡
伊

野
義

博
（

構
成

）
箏

独
奏

・
斉

奏
○

民
謡
の
特
徴
を
捉
え
て
ふ
さ
わ
し
い
声
で
歌
お

う
谷
茶
前

日
本

沖
縄

県
民

謡
宮

里
尚

子
（
採

譜
・
訳

譜
・
編

曲
）

合
奏

（
リ
コ
ー
ダ
ー
・
三

線
ま
た
は

マ
リ
ン
バ

・
三

板
ま
た
は

ウ
ッ
ド
ブ

ロ
ッ
ク
・
締

太
鼓

ま
た
は

ス
ネ
ア
ド
ラ

ム
・
大

太
鼓

ま
た
は

バ
ス
ド
ラ
ム
）

○

曲
の

形
式

を
生

か
し
て
歌

お
う

浜
辺
の

歌
日

本
林

古
溪

成
田

為
三

リ
コ
ー
ダ
ー
独

奏
・
斉

奏
○

リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
つ
く
ろ
う

オ
ー
ラ
・
リ
ー

ア
メ

リ
カ

プ
ー

ル
ト

ン
リ
コ
ー
ダ
ー
独

奏
・
斉

奏
○

平
調
子
の
特
徴
を
生
か
し
て
音
楽
を
つ
く
ろ
う

さ
く
ら
さ
く
ら

日
本

日
本

古
謡

リ
コ
ー
ダ
ー
・
箏

独
奏

〇

能
の

音
楽

を
体

験
し
よ
う
「
越

天
楽

」
日

本
作

曲
者

不
詳

伊
野

義
博

（
採

譜
・

構
成

）
篳

篥
、

釣
太

鼓
、

鉦
鼓

、
鞨

鼓
○

能
「
羽

衣
」

日
本

　
小

早
川

修
（

採
譜

・
構

成
）

謡
、
大

鼓
、
小

鼓
、
太

鼓
○

歌
の

ア
ル

バ
ム

カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

ア
メ

リ
カ

ダ
ノ

フ
、

ニ
バ

ー
ト

、
デ

ン
バ

ー
ダ

ノ
フ

、
ニ

バ
ー

ト
、

デ
ン

バ
ー

吉
原

順
（
編

曲
）

リ
コ
ー
ダ
ー
重

奏
・
合

奏
○

発
行
者

学
年

題
材
（
項
目
）
名

曲
　

名
国

や
地

域
作

詞
家

作
曲

家
編

曲
家

等
演

奏
形

態
等

f
 
我
が
国
や
郷

土
の
伝
統
音
楽

g
 
諸
外
国
の
音

楽

1
曲
の
構

成
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う
。

主
人
は

冷
た

い
土

の
中

に
（
静
か

に
眠

れ
）

ア
メ

リ
カ

Ｓ
.
Ｃ

.
フ
ォ
ス
タ
ー

武
井

君
子

（
日

本
語

詞
）

浦
田

健
次

郎
（
編

曲
）

独
唱

・
斉

唱
と
リ
コ
ー
ダ
ー

○

２ ・ ３ 下

「
中
之

舞
」
に
挑
戦
し
よ
う

「
中
之
舞

」
日

本
清

水
寛

二
（
楽

譜
構

成
）

大
鼓

・
小

鼓
〇

 

２ ・ ３ 上

「
別
紙
２
－
１
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内

容
 
　

ａ
‐

２
　

、
ｆ

、
ｇ

　
表

現
（

器
楽

）
　

】
（

中
学

校
　

音
楽

一
般

）

教 出

唱
歌
を
用
い
て
「
越
天
楽
」
を
体
験
し
よ
う

（
打
ち
も
の
と
篳
篥
の
唱
歌
）

1

教 芸
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発
行
者

学
年

題
材
（
項
目
）
名

具
体
的

な
学

習
活

動
f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

日
本
語
の
抑
揚
を
生
か
し
た
旋
律
を
つ
く
ろ
う

七
五

調
の

短
い
歌

詞
を
つ
く
っ
て
リ
ズ
ム
を
つ
け
、
言

葉
の

抑
揚

に
そ
っ
て
音

を
あ
て
は

め
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
し
て
、
音

を
増

や
し
た
り
終

わ
り
の

音
を
工
夫

し
た
り
し
、
み

ん
な
で
聴

き
合

う
。

全
体

の
構

成
を
考

え
な
が

ら
音

楽
を
つ
く
ろ
う

グ
ル

ー
プ
で
表

現
し
た
い
テ
ー
マ
を
決

め
、
言

葉
で
表

す
。
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
簡

単
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
想

像
し
、
構

成
や

言
葉

の
重

ね
方

を
工

夫
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
に
合

っ
た
音

楽
を
創

作
す
る
。

リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
ろ
う

基
本

の
リ
ズ
ム
を
変

化
さ
せ

、
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
つ
く
る
。
「
オ
ー
ラ
・
リ
ー
」
に
ふ

さ
わ

し
い
1
6
小

節
の

リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
つ
く
り
演

奏
す
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
、
体

や
楽

器
を
使

っ
て
表

現
す
る
。

○

平
調
子
の
特
徴
を
生
か
し
て
音
楽
を
つ
く
ろ
う

平
調

子
で
使

わ
れ

て
い
る
音

と
リ
ズ
ム
を
組

み
合

わ
せ

て
、
短

い
旋

律
を
つ
く
り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
や

箏
で
表

現
す
る
。
さ
ら
に
、
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の

イ
メ
ー
ジ
に
合

う
よ
う
に
作

品
を
つ
く
る
。

○

言
葉
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
を
生
か
し
て
表
現
し

て
み

よ
う

身
近

な
言

葉
の

リ
ズ

ム
や

抑
揚

を
生

か
し

て
８

拍
の

曲
を

二
種

類
つ

く
り

、
２

～
３

人
で

重
ね

て
表

現
す

る
。

ま
た

、
つ

く
っ

た
作

品
を

繰
り
返

し
て

表
現

し
た

り
、

他
の

人
の

作
品

と
つ

な
げ

て
表

現
し

た
り

し
て

楽
し

む
。

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
を
つ
く
ろ
う

地
域

を
Ｐ

Ｒ
す

る
歌

詞
を

つ
く

り
、

３
音

も
し

く
は

５
音

で
1
6
拍

の
旋

律
を

創
作

す
る

。
つ

く
っ

た
旋

律
を

繰
り

返
し

て
、

自
由

に
構

成
し

て
完

成
さ

せ
る

。

発
行
者

学
年

題
材
（
項
目
）
名

具
体

的
な

学
習

活
動

f
 
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

g
 
諸

外
国

の
音

楽

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム

好
き
な
リ
ズ
ム
を
選

び
、
４
分

の
４
拍

子
１
小

節
の

リ
ズ
ム
を
創

作
す
る
。

リ
ズ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

４
小
節
の
リ
ズ
ム
を
創
作
す
る
。

音
の
つ
な
が
り
方
の
特
徴
を
生
か
し
て
旋
律

を
つ

く
ろ

う
。

リ
ズ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
創

作
し
た
リ
ズ
ム
に
、
音
の

つ
な
が

り
方

を
工

夫
し
な
が

ら
旋

律
を
つ
く
る
。

構
成
を
工
夫
し
て
、
３
つ
の
場
面
の
音
楽
を

つ
く

ろ
う

。
場

面
に
合

う
音

素
材

を
探

し
て
音

楽
を
つ
く
る
。
グ
ル

ー
プ
で
話

し
合

い
な
が

ら
、
構

成
を
工

夫
す
る
。

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム

好
き
な
リ
ズ
ム
を
選

び
、
４
分

の
４
拍

子
１
小

節
の

リ
ズ
ム
を
創

作
す
る
。

リ
ズ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

４
小
節
の
リ
ズ
ム
を
創
作
す
る
。

言
葉
の
抑
揚
を
生
か
し
て
旋
律
を
つ
く
ろ
う
。

言
葉

の
抑

揚
に
合

わ
せ

て
、
４
分

の
４
拍

子
４
小

節
の

旋
律

を
つ
く
る
。

構
成
を
工
夫
し
て
、
言
葉
に
よ
る
リ
ズ
ム
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

を
つ
く
ろ
う
。

初
め
に
作

成
し
た
「
リ
ズ
ム
の

も
と
」
を
用

い
、
い
く
つ
か

の
リ
ズ
ム
を
重

ね
な
が

ら
リ
ズ
ム
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

を
創
作
す
る
。

ハ
長
調
の
音
階
を
使
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
旋

律
を
つ
く
ろ
う
。

和
声

進
行

に
合

わ
せ

て
順

次
進

行
、
跳

躍
進
行

を
用

い
な
が

ら
段

階
的

に
旋

律
を
創

作
す
る
。

音
の

特
徴

や
重

な
り
を
感

じ
て
リ
ズ
ム
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

を
つ
く
ろ
う
。

創
作

し
た
二

つ
の

異
な
る
リ
ズ
ム
パ

タ
ー
ン
を
組

み
合

わ
せ

て
、
構

成
を
工

夫
し
な
が

ら
リ
ズ
ム
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
創
作
す
る
。

教 　 出

２ ・ ３ 上２ ・ ３ 上

「
別
紙
２
－
１
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的

な
内

容
 
　

ａ
‐

３
　

、
ｆ

、
ｇ

　
表

現
（

創
作

）
　

】
（

中
学

校
　

音
楽

一
般

）

教 　 芸

1 ２ ・ ３ 下２ ・ ３ 下1
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
名

国
や

地
域

時
　

代
作
曲
者
名

演
奏
形
態
等

f
 
我
が
国
や

郷
土
の
伝
統

音
楽

g
 
諸
外
国
の

音
楽

谷
茶
前

日
本

沖
縄
県
民
謡

独
唱
・
斉
唱

○

こ
き
り
こ
節

日
本

富
山
県
民
謡

独
唱
・
斉
唱

○

「
和
声
と
創
意
の
試
み

」
第

１
集

「
四

季
」

か
ら

「
春

」
第

１
楽

章
イ

タ
リ

ア
バ

ロ
ッ

ク
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

独
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
弦
楽
合
奏

○

「
和
声
と
創
意
の
試
み

」
第

１
集

「
四

季
」

か
ら

「
秋

」
第

１
楽

章
イ

タ
リ

ア
バ

ロ
ッ

ク
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

独
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
弦
楽
合
奏

○

弦
楽
合
奏
の
セ
レ
ナ
ー

ド
 
第

１
楽

章
ロ

シ
ア

ロ
マ

ン
派

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

弦
楽
合
奏

○

魔
王
　
他
（
計
２
曲
）

オ
ー

ス
ト

リ
ア

　
他

ロ
マ

ン
派

　
他

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
　
他

独
唱

○

野
ば
ら

オ
ー

ス
ト

リ
ア

ロ
マ

ン
派

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

独
唱

○

箏
曲
「
六
段
の
調
」

日
本

江
戸

時
代

八
橋
検
校

箏
独
奏

○

尺
八
曲
「
鹿
の
遠
音
」

日
本

作
曲
者
不
詳

二
重
奏

○

グ
ー
ジ
ォ
ン
「
漁
舟
唱

晩
」

　
他

（
計

２
曲

）
中

国
　

他
○

わ
が

国
や

ア
ジ
ア
地
域
の
、
多
様
で
豊

か
な

声
に

よ
る
表
現
を
鑑
賞
し
よ
う

天
台
声
明
　
他
（
計
６

曲
）

日
本

　
他

６
世

紀
ご

ろ
　

他
○

○

ど
ん

な
特

徴
が
あ
る
か
な
？

き
ら
き
ら
星
変
奏
曲

オ
ー

ス
ト

リ
ア

古
典

派
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ピ
ア
ノ
独
奏

○

ボ
レ
ロ

フ
ラ

ン
ス

近
代

・
現

代
ラ
ヴ
ェ
ル

管
弦
楽

○

組
曲
「
惑
星
」
か
ら
第

１
曲

「
火

星
」

イ
ギ

リ
ス

近
代

・
現

代
グ
ス
タ
ー
ヴ
・
ホ
ル
ス
ト

管
弦
楽

○

バ
レ
エ
「
春
の
祭
典
」

か
ら

　
序

奏
～

春
の

き
ざ

し
ロ

シ
ア

近
代

・
現

代
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

管
弦
楽

○

交
響
曲
第
５
番
 
ハ
短
調
 
作

品
6
7

ド
イ

ツ
古

典
派

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

管
弦
楽

○

小
フ
ー
ガ
　
ト
短
調

ド
イ

ツ
バ

ロ
ッ

ク
Ｊ
.
Ｓ
.
バ
ッ
ハ

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
独
奏

○

交
響
組
曲
「
シ
ェ
エ
ラ

ザ
ー

ド
」

か
ら

　
第

２
楽

章
ロ

シ
ア

ロ
マ

ン
派

リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ

管
弦
楽

○

雅
楽
「
越
天
楽
」
（
平

調
）

－
管

絃
－

日
本

日
本
古
曲

管
絃

○

左
舞
「
万
歳
楽
」

日
本

日
本
古
曲

舞
楽

○

右
舞
「
狛
桙
」

日
本

日
本
古
曲

舞
楽

○

能
「
羽
衣
」
キ
リ
か
ら

　
「

東
遊

び
の

数
々

に
～

」
の

部
分

日
本

室
町

時
代

作
者
不
詳

能
○

郷
土

の
さ

ま
ざ
ま
な
芸
能
を
味
わ
い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ
う

鹿
踊
　
他
（
計
1
2
曲
）

日
本

○

ど
ん

な
特

徴
が
あ
る
か
な
？

「
ア
ル
ル
の
女
」
第
１
組

曲
「

前
奏

曲
」

フ
ラ

ン
ス

ロ
マ

ン
派

ビ
ゼ
ー

管
弦
楽

○

ブ
ル
タ
バ
（
モ
ル
ダ
ウ

）
連

作
交

響
詩

「
我

が
祖

国
」

か
ら

チ
ェ

コ
ロ

マ
ン

派
ス
メ
タ
ナ

管
弦
楽

○

交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン

デ
ィ

ア
」

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

ロ
マ

ン
派

シ
ベ
リ
ウ
ス

管
弦
楽

○

組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」

か
ら

ロ
シ

ア
ロ

マ
ン

派
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー

管
弦
楽

○

オ
ペ
ラ
「
ア
イ
ー
ダ
」

か
ら

　
第

２
幕

 
第

２
場

イ
タ

リ
ア

ロ
マ

ン
派

ヴ
ェ
ル
デ
ィ

歌
劇

○

バ
レ
エ
「
白
鳥
の
湖
」

か
ら

ロ
シ

ア
ロ

マ
ン

派
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

管
弦
楽

○

ジ
ン
ジ
ュ
〈
京
劇
〉
「

西
遊

記
」

か
ら

　
他

（
計

２
曲

）
中

国
　

他
音
楽
劇

○

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

日
本

江
戸

時
代

四
世
杵
屋
六
三
郎

歌
舞
伎

○

文
楽
「
義
経
千
本
桜
」

か
ら

　
二

段
め

　
大

物
浦

の
段

日
本

江
戸

時
代

二
世
竹
田
出
雲
・
三
好
松

洛
・
並
木
千
柳
（
合
作
）

文
楽

○

パ
ン
ソ
リ
　
他
（
計
２

曲
）

朝
鮮

半
島

　
他

○

日
本

と
西

洋
の
音
楽
の
歩
み

オ
ラ
ト
リ
オ
「
メ
サ
イ
ア

」
第

２
部

か
ら

「
ハ

レ
ル

ヤ
」

　
他

（
計

５
曲

）
ド

イ
ツ

　
他

バ
ロ

ッ
ク

　
他

ヘ
ン
デ
ル
　
他

○

歌
舞

伎
や

文
楽
の
豊
か
な
表
現
を
鑑
賞

し
よ

う

2 ・ 3 上1

オ
ペ

ラ
や

バ
レ
エ
を
味
わ
い
な
が
ら
鑑

賞
し

よ
う

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ
の
豊
か
な
表
現
を
鑑
賞

し
よ

う

2 ・ 3 下

郷
土

の
さ

ま
ざ
ま
な
民
謡

教 　 　 出

弦
楽

器
の

豊
か
な
表
現
を
鑑
賞
し
よ
う

歌
曲

の
形

式
の
違
い
を
鑑
賞
し
よ
う

箏
曲

や
尺

八
曲
の
多
様
な
表
現
を
鑑
賞

し
よ

う

「
別

紙
２

－
２

」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内

容
　

ｂ
　

、
ｆ

、
ｇ

　
鑑

賞
】

（
中

学
校

　
音

楽
一

般
）

曲
の

構
成

の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ
う

雅
楽

の
多

様
な
表
現
を
鑑
賞
し
よ
う

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に

よ
る

表
現

を
鑑
賞
し
よ
う
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
名

国
や

地
域

時
　

代
作
曲
者
名

演
奏
形
態
等

f
 
我
が
国
や

郷
土
の
伝
統

音
楽

g
 
諸
外
国
の

音
楽

イ
メ

ー
ジ

を
も
た
ら
す
音
楽
の
秘
密
を

探
ろ

う
。

映
画
「
ジ
ョ
ー
ズ
」
か

ら
‟
ジ

ョ
ー

ズ
の

テ
ー

マ
”

他
（

計
３

曲
）

ア
メ

リ
カ

現
代

Ｊ
.
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

管
弦
楽

○

音
楽

の
特

徴
に
注
目
し
な
が
ら
、
情
景

を
思

い
浮

か
べ
て
聴
こ
う
。

春
　
－
第
１
楽
章
－
（

「
和

声
と

創
意

の
試

み
」

第
１

集
「

四
季

」
か

ら
）

他
（
計
４
曲
）

イ
タ

リ
ア

バ
ロ

ッ
ク

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

独
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
弦
楽
合
奏

○

曲
想

と
音

楽
の
特
徴
と
の
関
わ
り
を
感

じ
取

っ
て

聴
こ
う
。

魔
王
　
－
E
r
l
k
o
n
i
g
－

他
（

計
２

曲
）

オ
ー

ス
ト

リ
ア

ロ
マ

ン
派

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

独
唱

〇

日
本

に
古

く
か
ら
伝
わ
る
合
奏
を
聴
こ

う
。

雅
楽
「
平
調
　
越
天
楽

」
－

管
絃

－
日

本
作
曲
者
不
詳

管
絃

○

日
本

に
古

く
か
ら
伝
わ
る
箏
の
音
楽
を

聴
こ

う
。

箏
曲
「
六
段
の
調
」

日
本

江
戸

時
代

八
橋
検
校

箏
独
奏

○

人
々

の
暮

ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
日

本
の

民
謡

を
聴
こ
う
。

日
本
の
民
謡
　
南
部
牛

追
唄

　
他

（
計

３
曲

）
日

本
○

ア
ジ

ア
各

地
の
音
楽
を
聴
こ
う
。

ド
ゥ
ド
ゥ
ク
　
他
（
計

５
曲

）
ア

ジ
ア

　
他

○

曲
想

を
生

か
し
て
表
情
豊
か
に
歌
お

う
。

オ
　
ソ
ー
レ
　
ミ
オ
　

他
（

計
２

曲
）

イ
タ

リ
ア

Ｅ
.
デ
ィ
　
カ
ー
プ
ア
　
他

独
唱
・
斉
唱

〇

旋
律

が
重

な
り
合
っ
て
い
く
お
も
し
ろ

さ
を

味
わ

お
う
。

フ
ー
ガ
　
ト
短
調
　
他

（
計

２
曲

）
ド

イ
ツ

バ
ロ

ッ
ク

バ
ッ
ハ

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
独
奏

〇

曲
の

構
成

に
注
目
し
な
が
ら
、
曲
想
の

変
化

を
味

わ
お
う
。

交
響
曲
第
５
番
　
ハ
短

調
ド

イ
ツ

古
典

派
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

管
弦
楽

〇

オ
ペ

ラ
に

親
し
み
、
そ
の
音
楽
を
味
わ

お
う

。
「
ア
イ
ー
ダ
」
か
ら

イ
タ

リ
ア

ロ
マ

ン
派

ヴ
ェ
ル
デ
ィ

歌
劇

〇

歌
舞

伎
に

親
し
み
、
そ
の
音
楽
を
味
わ

お
う

。
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

日
本

江
戸

時
代

四
世
杵
屋
六
三
郎

歌
舞
伎

〇

文
楽

に
親

し
み
、
そ
の
音
楽
を
味
わ
お

う
。

文
楽
「
新
版
歌
祭
文
」

か
ら

“
野

崎
村

の
段

”
日

本
江

戸
時

代
近
松
半
二

義
太
夫
節

〇

世
界

の
さ

ま
ざ
ま
な
声
の
音
楽
を
味
わ

お
う

。
グ
リ
オ
　
他
（
計
４
曲

）
○

作
曲

者
の

思
い
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、

音
楽

を
味

わ
お
う
。

ブ
ル
タ
バ
(
モ
ル
ダ
ウ
）
（

連
作

交
響

詩
「

我
が

祖
国

」
か

ら
）

他
（

計
２

曲
）

チ
ェ

コ
　

他
ロ

マ
ン

派
　

他
ス
メ
タ
ナ
　
他

管
弦
楽

○

楽
器

の
音

色
に
親
し
み
な
が
ら
、
オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
響
き
を
味
わ
お
う
。

ボ
レ
ロ

フ
ラ

ン
ス

現
代

ラ
ヴ
ェ
ル

管
弦
楽

○

日
本

に
古

く
か
ら
伝
わ
る
尺
八
の
音
楽

を
味

わ
お

う
。

尺
八
楽
「
巣
鶴
鈴
慕
」

日
本

江
戸

時
代

作
曲
者
不
詳

尺
八
独
奏

○

能
に

親
し

み
、
そ
の
音
楽
を
味
わ
お

う
。

能
「
敦
盛
」

日
本

室
町

時
代

～
安

土
・

桃
山
時
代

世
阿
弥
　
作

能
○

沖
縄

の
伝

統
芸
能
「
組
踊
」
に
親
し
も

う
「
執
心
鐘
入
」

日
本

組
踊

〇

能
「
安
宅
」

日
本

室
町

時
代

～
安

土
・

桃
山
時
代

作
者
不
詳

能
○

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

日
本

江
戸

時
代

四
世
杵
屋
六
三
郎

歌
舞
伎

○

文
楽
「
鳴
響
安
宅
新
関

」
“

勧
進

帳
の

段
”

日
本

江
戸

時
代

二
世
豊
澤
団
平

文
楽

○

世
界

の
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
の
音
楽
を
味

わ
お

う
。

タ
ン
ソ
　
他
（
計
３
曲

）
朝

鮮
半

島
　

他
〇

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音
楽
を
聴
い
て
、
そ
の
よ

さ
を

味
わ

お
う
。

ウ
ィ
　
ウ
ィ
ル
　
ロ
ッ

ク
　

ユ
ー

　
他

（
計

３
曲

）
イ

ギ
リ

ス
　

他
○

耳
で

た
ど

る
音
楽
史

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
　
他

（
計

7
0
曲

）
○

○

2 ・ 3 下

伝
統

音
楽

の
魅
力
を
見
つ
け
よ
う

2 ・ 3 上
教 　 　 芸

1
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発
行

者
学

年
ｃ

　
〔

共
通

事
項

〕
の

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
」

に
つ

い
て

示
さ

れ
た

箇
所

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所

●
P
６

 
強

弱
や

音
域

に
応

じ
た
歌

い
方

を
工

夫
し
よ
う
。

●
P
７

 
二

分
休

符
、

テ
ヌ

ー
ト

、
拍

子

●
P
９

 
構

成
を

生
か

し
て

、
ど

ん
な

表
現

の
工

夫
が

で
き

る
の

か
、

考
え

て
み

よ
う

。
●

P
1
0
 
強

弱
や

音
域

を
意

識
し

て
表

現
し

よ
う

。

●
P
９

 
強

弱
記

号
や

音
の

高
さ

も
意

識
し

て
、

声
の

出
し

方
な

ど
も

工
夫

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

●
P
1
1
 
イ

短
調

・
ハ

長
調

、
 
M
o
d
e
r
a
t
o
、

主
要

三
和

音
、

調

●
P
1
4
 
曲

想
を

感
じ

取
り

、
形

式
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
1
3
 
テ
ヌ
ー
ト

●
P
1
6
 
曲

の
形

式
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
1
4
 
曲

想
と

形
式

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
音

域
に

応
じ

た
声

で
歌

お
う

。

●
P
1
8
 
歌

い
方

を
工

夫
し

て
み

よ
う

。
●

P
1
5
 
p
p
、

三
連

符
、

ｄ
ｉ

ｍ
.
、

フ
ェ

ル
マ

ー
タ

●
P
2
0
 
主

旋
律

や
曲

想
の

変
化

を
生

か
し

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

●
P
1
8
 
旋

律

●
P
2
5
 
主

旋
律

の
声

部
を

確
か

め
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

な
が

ら
表

現
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
2
0
 
曲

全
体

の
構

成
と

自
分

の
パ

ー
ト

の
役

割
を

理
解

し
て

歌
お

う
。

●
P
2
8
 
民

謡
に

ふ
さ

わ
し

い
声

で
、

囃
し

こ
と

ば
や

伴
奏

に
合

わ
せ

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

●
P
2
1
 
４

分
の

４
拍

子
、

全
休

符
、

Ｄ
.
Ｓ

.
、

速
度

、
強

弱

●
P
3
2
 
言

葉
の

つ
な

が
り

方
を

工
夫

し
て

、
短

い
旋

律
を

つ
く

ろ
う

。
●

P
2
2
 
音

楽
の

ま
と

ま
り

を
生

か
し

て
合

わ
せ

て
歌

お
う

。

●
P
3
2
 
言

葉
の
リ
ズ
ム
や

ま
と
ま
り
を
意

識
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
音
を
選
ぼ
う
。

●
P
2
3
 
ｒ

ｉ
ｔ

．
、

ａ
　

ｔ
ｅ

ｍ
ｐ

ｏ
、

ｆ
ｆ

●
P
3
4
 
言

葉
の

つ
な

げ
方

や
重

ね
方

、
全

体
の

ま
と

ま
り

を
工

夫
し

て
音

楽
を

つ
く

ろ
う

。
●

P
2
4
 
楽

譜
の

見
方

●
P
3
4
 
言

葉
の

リ
ズ

ム
を

意
識

し
て

、
ス

ト
ー

リ
ー

を
表

す
言

葉
を

選
ぼ

う
。

●
P
2
6
 
曲

想
と

曲
の

構
成

と
の

関
わ

り
を

生
か

し
て

歌
い

合
わ

せ
よ

う
。

●
P
5
0
 
音

色
（

お
ん

し
ょ

く
）

や
余

韻
の

変
化

を
味

わ
お

う
●

P
2
7
 
a
c
c
e
l
.

●
P
5
4
 
音

楽
の

特
徴

や
役

割
を
捉

え
、
多

様
性

を
考

え
な
が

ら
鑑

賞
し
よ
う
。

●
P
2
8
 
声
の
出
し
方
や
歌
い
合
わ
せ
方
な
ど
の
特
徴
を
理
解
し
て
歌
お
う
。
　
４
分
の
２
拍
子
、
拍
子

●
P
5
6
 
主

旋
律

や
曲

の
山

場
（
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
）
を
確

か
め
な
が

ら
表

現
を
工

夫
し
て
み

よ
う
。

●
P
2
9
 
旋

律
の

装
飾

や
ま

と
ま

り
を

捉
え

て
歌

お
う

。

●
P
5
8
 
歌

詞
と

音
楽

と
の

関
係

を
捉

え
な

が
ら

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
2
9
 
拍
、
非
拍
節
的
リ
ズ
ム
、
拍
節
的
リ
ズ
ム

●
P
5
9
 
リ

ズ
ム

や
音

階
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

声
の

出
し

方
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

●
P
3
1
 
五

音
音

階
、

拍
節

●
P
6
1
 
弦

楽
合

奏
の

豊
か

な
表

現
を

聴
き

取
ろ

う
。

●
P
3
2
 
リ

ズ
ム

●
P
6
3
 
音

楽
の

特
徴

を
聴

き
取

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
関

連
を

考
え

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。
●

P
3
4
 
構

成

●
P
7
0
 
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

り
な

が
ら

工
夫

し
て

歌
お

う
。

●
P
3
6
 
２

分
の

２
拍

子

●
P
7
4
 
主

旋
律

を
意

識
し

、
声

部
の

役
割

を
生

か
し

て
ゆ

っ
た

り
歌

お
う

。
●

P
3
8
 
リ
ト
ル

ネ
ッ
ロ
形

式
に
よ
る
曲

の
構

成
を
聴

き
取

ろ
う
。
曲

想
の

変
化

を
形

式
や

ソ
ネ
ッ
ト
と
関

わ
ら
せ

な
が

ら
鑑

賞
し
よ
う
。

●
P
7
6
 
強

弱
の

変
化

や
転

調
の

効
果

を
生

か
し

て
、

合
わ

せ
て

歌
お

う
。

●
P
3
9
 
リ

ト
ル

ネ
ッ

ロ
形

式

●
P
8
0
 
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い

な
が

ら
歌

お
う

。
●

P
4
1
　

Ａ
ｌ

ｌ
ｅ

ｇ
ｒ

ｏ

●
P
4
3
 
「
春
」
第
１
楽
章
と
同
じ
形

式
を
聴
き
取
っ
て
み
よ
う
。
　
リ
ト
ル
ネ
ッ
ロ
形
式
、
構
成

●
P
4
4
 
曲

全
体

の
構

成
を

理
解

し
て

、
各

登
場

人
物

の
表

現
を

聴
き

取
ろ

う
。

曲
想

の
変

化
を

物
語

の
進

行
と

関
わ

ら
せ

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。

●
P
4
5
 
歌

曲
の

形
式

の
違

い
を

鑑
賞

し
よ

う
。

　
旋

律

●
P
4
8
 
用

い
ら
れ

る
音

階
や

曲
の

構
成

な
ど
の

特
徴

を
聴

き
取

ろ
う
。
箏

曲
や

尺
八

曲
の

共
通

点
や

相
違

点
を
捉

え
な
が

ら
鑑

賞
し
よ
う
。

●
P
4
8
 
平

調
子

、
構

成
、

音
階

●
P
4
9
 
速
度
の
変
化
を
聴
き
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
リ
ズ
ム
、
音
色
、
拍

●
P
5
0
 
音

色

●
P
5
1
 
尺
八
の
音
色
や
奏
法
な
ど
の
特
徴
を
聴
き
取
っ
て
み
よ
う
。
　
間
、
音
色

●
P
5
2
 
平
調
子
、
拍

●
P
5
3
 
平
調
子
、
拍
、
旋
律

●
P
5
4
 
声

の
出

し
方

や
歌

い
合

わ
せ

方
な

ど
の

特
徴

を
聴

き
取

ろ
う

。
　

拍
、

拍
子

●
P
6
0
 
音

色
、

旋
律

●
P
6
1
 
音

色

●
P
6
2
 
形
式
に
着
目
し
な
が
ら
聴

き
取
っ
て
み
よ
う
。
　
構
成
、
旋
律

●
P
6
3
 
音

色

●
P
6
4
 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素

●
P
6
8
 
二

つ
の

声
部

の
関

わ
り

を
生

か
し

て
歌

お
う

。

●
P
6
9
 
Ｌ

ｅ
ｇ

ａ
ｔ

ｏ
、

調

●
P
7
1
 
Ｄ

.
Ｃ

.

●
P
7
2
 
他

の
声

部
を

聴
き

な
が

ら
、

声
部

の
役

割
を

生
か

し
て

合
わ

せ
て

歌
お

う
。

「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１

）
内

容
 
　

イ
 
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
、

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
】

（
中

学
校

 
音

楽
一

般
 
）

1
教 　 出
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発
行

者
学

年
ｃ

　
〔

共
通

事
項

〕
の

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
」

に
つ

い
て

示
さ

れ
た

箇
所

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所

●
P
６

 
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い
、
強

弱
や

音
域

に
応

じ
た
歌

い
方

を
工

夫
し
よ
う
。

●
P
８

 
速

度
、

強
弱

、
旋

律

●
P
６

 
旋

律
の

ま
と

ま
り

を
捉

え
て

、
音

域
に

応
じ

た
発

声
で

歌
お

う
。

●
P
９

 
速

度
、

強
弱

●
P
1
0
 
旋

律
の
ま
と
ま
り
や

反
復

を
生

か
し
て
、
表

現
を
工

夫
し
よ
う
。

●
P
1
4
 
曲

想
と

形
式

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
強

弱
や

音
域

に
応

じ
た

声
で

歌
お

う
。

●
P
1
2
 
歌

詞
の

発
音

や
他

の
声

部
と

の
関

わ
り

を
生

か
し

て
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

●
P
1
5
 
拍

子
/
形

式

●
P
1
4
 
曲

想
を
感

じ
取

り
、
形

式
を
生

か
し
て
ふ

さ
わ

し
い
表

現
を
工

夫
し
よ
う
。

●
P
1
9
 
二

部
形

式
、

旋
律

●
P
1
6
 
曲

の
形

式
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
2
0
 
曲
想
と
曲
全
体
の
構
成

と
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
、
他
の
声
部
を
聴
き
取
り
な
が
ら
歌
お
う
。

●
P
2
0
 
全

体
の

響
き

を
味

わ
い

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

●
P
2
2
 
４

分
の

４
拍

子
、

速
度

●
P
2
4
 
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
2
3
　

ｒ
ｉ

ｔ
.
、

強
弱

●
P
2
6
 
リ

ズ
ム

の
組

み
合

わ
せ

や
反

復
を

工
夫

し
て

、
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

を
つ

く
ろ

う
。

●
P
2
4
 
曲
想
と
曲
全
体
の
構
成

と
の
関
わ
り
を
理
解
し
て
、
全
体
の
響
き
を
聴
き
な
が
ら
歌
お
う
。

●
P
2
8
 
旋

律
の

つ
な

が
り

方
を

工
夫

し
て

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

音
楽

を
つ

く
ろ

う
。

●
P
2
6
 
音
符
の
つ
な
げ
方
に
よ
る
リ
ズ
ム
の
違
い
を
理
解
し
て
、
つ
な
げ
る
音
符
を
選
ぼ
う
。
　
リ
ズ
ム

●
P
2
8
 
平

調
子

の
響

き
や

旋
律

の
ま

と
ま

り
を

捉
え

て
リ

ズ
ム

を
選

ぼ
う

。
●

P
2
8
 
平
調
子
、
リ
ズ
ム
、
旋
律

●
P
3
3
 
拍

子
や

リ
ズ

ム
の

特
徴

に
着

目
し

、
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

っ
て

鑑
賞

し
よ

う
。

●
P
3
0
 
リ
ズ
ム
や
旋
律
の
反
復

に
よ
る
曲
全
体
の
構
成
を
聴
き
取
ろ
う
。
曲
想
と
曲
全
体
の
構
成
を
関
わ
ら
せ
な
が
ら
鑑
賞
し
よ
う
。
　
構
成
、
音
色
、
強
弱

●
P
3
4
 
曲

想
と

音
楽

の
構

成
を

関
わ

ら
せ

て
味

わ
い

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。
●

P
3
1
 
構

成

●
P
4
0
 
さ

ま
ざ

ま
な

雅
楽

の
共

通
点

や
相

違
点

を
考

え
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
。

●
P
3
2
 
音

色
、

リ
ズ

ム
、

旋
律

、
強

弱

●
P
4
4
 
拍

や
リ

ズ
ム

、
篳

篥
の

旋
律

（
塩

梅
な

ど
）

の
特

徴
を

感
じ

取
ろ

う
。

●
P
3
3
 
５

拍
子

、
リ

ズ
ム

●
P
4
6
 
音

楽
の

役
割

を
考

え
な

が
ら

、
多

様
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

。
●

P
3
4
 
ソ
ナ
タ
形
式
や
フ
ー
ガ
な
ど
に
よ
る
曲
の
構
成
を
聴
き
取
ろ
う
。
　
動
機
、
リ
ズ
ム
、
音
色
、
構
成

●
P
5
0
 
歌

詞
の

ま
と

ま
り

と
フ

レ
ー

ズ
と

の
関

連
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
●

P
3
5
 
動
機
、
リ
ズ
ム

●
P
5
2
 
歌

詞
の
ま
と
ま
り
や

フ
レ
ー
ズ
を
生

か
し
て
表

現
を
工

夫
し
よ
う
。

●
P
3
8
 
ソ

ナ
タ

形
式

●
P
5
5
 
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い

、
全

体
の

響
き

を
聴

き
な

が
ら

合
わ

せ
て

歌
お

う
。

●
P
3
9
 
フ
ー
ガ
の
形
式
を
聴
き
取
っ
て
み
よ
う
。
　
調
、
構
成
、
ソ
ナ
タ
形
式

●
P
5
7
 
リ

ズ
ム

や
旋

律
の

特
徴

に
着

目
し

、
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
。

●
P
4
0
 
雅
楽
の
背
景
を
理
解
し
て
表
現
の
特
徴
を
聴
き
取
ろ
う
。
　
音
色
、
旋
律

●
P
5
8
 
主

題
の

反
復

・
変

化
や

、
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

豊
か

な
表

現
を

聴
き

取
ろ

う
。

●
P
4
2
 
序

破
急

●
P
5
9
 
音

楽
の

特
徴

と
舞

台
の

表
現

と
の

関
連

に
着

目
し

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。
●

P
4
3
 
舞

楽
の

表
現

の
特

徴
を

聴
き

取
っ

て
み

よ
う

。

●
P
7
4
 
二

拍
子

に
よ
る
雰

囲
気

や
特

徴
を
捉

え
、
英

語
の

発
音

を
生

か
し
て
表

現
し
よ
う
。

●
P
4
4
 
拍

、
リ

ズ
ム

、
旋

律
、

音
色

●
P
7
5
 
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い

、
転

調
の

効
果

を
生

か
し

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

●
P
4
6
 
舞
や
動
き
と
関
係
す
る
音

楽
の
特
徴
を
聴
き
取
ろ
う
。

●
P
7
6
 
楽

曲
全

体
の

構
成

を
理

解
し

、
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

合
わ

せ
て

歌
お

う
。

●
P
5
0
 
フ

レ
ー

ズ

●
P
7
9
 
別

れ
や
感

謝
の

気
持

ち
を
歌

に
こ
め
、
曲

想
を
感

じ
取

り
な
が

ら
歌
お
う
。

●
P
5
6
 
リ

ズ
ム

、
旋

律

●
P
8
0
 
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い

な
が

ら
、

全
体

の
響

き
を

感
じ

取
っ

て
歌

お
う

。
●

P
5
7
 
拍

子
、

速
度

、
旋

律
、

リ
ズ

ム

●
P
5
8
 
旋

律

●
P
6
1
 
間

●
P
6
3
 
間
、
拍
、
リ
ズ
ム

●
P
6
4
 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素

●
P
7
4
 
２

分
の

２
拍

子

2 ・ 3 上

「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１

）
内

容
 
　

イ
 
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
、

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
】

（
中

学
校

 
音

楽
一

般
 
）
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

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


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
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








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


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
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
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
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
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
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

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
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

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


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





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
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



































































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





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



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発
行

者
学

年
ｃ

　
〔

共
通

事
項

〕
の

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
」

に
つ

い
て

示
さ

れ
た

箇
所

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所

●
P
6
7
 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素

●
P
6
9
 
Ｄ

.
Ｃ

．

●
P
7
2
 
３

連
符

、
強

弱

●
P
7
3
 
ト

長
調

●
P
7
5
 
1
6
分

休
符

●
P
7
6
 
拍

●
P
8
2
 
ピ

ア
ノ

伴
奏

の
形

の
変

化
に

も
注

目
し

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
8
5
 
ａ

ｃ
ｃ

ｅ
ｌ

.
、

テ
ヌ

ー
ト

●
P
9
3
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

速
度

・
旋

律
・

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

・
強

弱
・

形
式

・
構

成
、

拍
の

な
い

自
由

な
リ

ズ
ム

教 　 　 芸

1

「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１

）
内

容
 
　

イ
 
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
、

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
】

（
中

学
校

 
音

楽
一

般
 
）
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発
行

者
学

年
ｃ

　
〔

共
通

事
項

〕
の

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
」

に
つ

い
て

示
さ

れ
た

箇
所

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所

●
P
1
0
 
曲

想
の

違
い

を
感

じ
取

っ
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
1
0
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

・
構

成

●
P
1
4
 
そ

れ
ぞ

れ
の

曲
想

の
違

い
や

パ
ー

ト
の

役
割

を
感

じ
取

っ
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
1
4
 
リ

ズ
ム

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
・

構
成

、
変

ロ
長

調

●
P
2
0
 
曲

想
と

歌
詞

と
の

結
び

付
き

に
注

目
し

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
1
5
 
Ｍ

ｏ
ｄ

ｅ
ｒ

ａ
ｔ

ｏ

●
P
2
4
 
短

調
の

旋
律

が
生

み
出

す
独

特
な

雰
囲

気
を

味
わ

い
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
1
6
 
リ

ズ
ム

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
・

強
弱

・
構

成

●
P
2
6
 
旋

律
の

動
き

や
フ

レ
ー

ズ
、

強
弱

の
変

化
に

注
目

し
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
2
0
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

・
強

弱
・

形
式

●
P
3
0
 
旋

律
の

特
徴

を
感

じ
取

っ
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
1
 
ｄ

ｉ
ｍ

.
、

ニ
長

調

●
P
3
2
 
曲

想
の

違
い

を
感

じ
取

っ
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
2
 
旋

律
・

強
弱

、
フ

レ
ー

ズ
、

二
部

形
式

●
P
3
4
 
歌

詞
の

内
容

や
語

感
、

旋
律

の
動

き
、

強
弱

の
変

化
に

気
を

付
け

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

　
　

　
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
4
 
旋

律
、

ロ
短

調
、

リ
ズ

ム

●
P
3
6
 
創

意
工

夫
し

て
旋

律
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
6
 
旋

律
・

強
弱

●
P
3
8
 
創

意
工

夫
し

て
音

楽
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
9
 
フ

レ
ー

ズ
、

旋
律

●
P
4
0
 
次

々
と

現
れ

る
主

題
に

注
目

し
な

が
ら

、
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
0
 
音

色
・

旋
律

・
強

弱

●
P
4
0
 
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
豊

か
な

響
き

を
感

じ
取

り
な

が
ら

聴
き

ま
し

ょ
う

。
●

P
3
1
 
リ

ズ
ム

●
P
4
4
 
動

機
の

繰
り

返
し

や
変

化
に

注
目

し
な

が
ら

、
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
2
 
リ

ズ
ム

・
速

度
・

旋
律

●
P
4
4
 
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

豊
か

な
響

き
を

感
じ

取
り

な
が

ら
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
4
 
旋

律
・

強
弱

●
P
5
0
 
「

交
響

曲
第

５
番

ハ
短

調
」

を
聴

き
な

が
ら

指
揮

を
し

て
音

楽
の

特
徴

を
感

じ
取

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
6
 
リ

ズ
ム

・
旋

律
、

４
分

の
４

拍
子

、
民

謡
音

階

●
P
5
2
 
登

場
人

物
の

気
持

ち
を

想
像

し
な

が
ら

、
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
8
 
リ

ズ
ム

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
・

構
成

、
４

分
の

４
拍

子

●
P
5
2
 
音

楽
、

文
学

、
演

劇
、

舞
踊

、
美

術
な

ど
が

一
体

と
な

っ
た

オ
ペ

ラ
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
3
9
 
速

度
、

強
弱

●
P
5
8
 
声

や
楽

器
の

音
色

、
旋

律
の

特
徴

な
ど

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
長

唄
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
4
0
 
音

色
・

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

・
形

式

●
P
5
8
 
音

楽
、

舞
踊

、
演

技
が

一
体

と
な

っ
た

歌
舞

伎
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
4
4
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

・
形

式
・

構
成

、
動

機

●
P
6
0
 
模

範
演

奏
を

聴
い

た
り

ま
ね

し
た

り
し

な
が

ら
声

の
音

色
や

節
回

し
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

表
現

を
工

夫
し

て
唄

い
ま

　
　

　
し

ょ
う

。
●

P
4
6
 
Ａ

ｌ
ｌ

ｅ
ｇ

ｒ
ｏ

、
複

合
三

部
形

式
、

ソ
ナ

タ
形

式

●
P
6
4
 
声

や
楽

器
の

音
色

、
旋

律
の

特
徴

な
ど

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
義

太
夫

節
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

　
　

　
う

。
●

P
4
7
 
動

機
、

リ
ズ

ム
、

速
度

、
音

色

●
P
6
4
 
太

夫
、

三
味

線
、

人
形

が
一

体
と

な
っ

て
表

現
す

る
文

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
5
0
 
リ

ズ
ム

・
旋

律
・

強
弱

・
構

成

●
P
6
6
 
模

範
演

奏
を

聴
い

た
り

ま
ね

た
り

し
な

が
ら

セ
リ

フ
の

抑
揚

や
節

回
し

の
特

徴
を

感
じ

取
り

、
表

現
を

工
夫

し
て

語
　

　
　

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
5
1
 
拍

、
強

弱
、

拍
子

●
P
7
0
 
声

の
音

色
や

旋
律

の
特

徴
な

ど
に

気
を

付
け

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

　
　

　
う

。
●

P
5
2
 
音

色
・

旋
律

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア

●
P
7
4
 
声

部
の

関
わ

り
合

い
を

理
解

し
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
5
6
 
間

●
P
7
6
 
歌

詞
の

表
す

情
景

と
、

パ
ー

ト
の

役
割

や
伴

奏
の

雰
囲

気
の

変
化

に
注

目
し

て
表

現
を

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

●
P
5
8
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

速
度

・
旋

律

●
P
7
8
 
歌

詞
に

こ
め

ら
れ

た
気

持
ち

や
情

景
を

想
像

し
な

が
ら

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
6
0
 
音

色
・

旋
律

●
P
8
0
 
歌

詞
に

こ
め

ら
れ

た
思

い
を

軽
快

な
テ

ン
ポ

に
の

せ
て

表
現

し
ま

し
ょ

う
。

●
P
6
2
 
間

●
P
8
0
 
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
6
4
 
音

色
・

速
度

・
旋

律

●
P
8
2
 
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
6
6
 
音

色
・

旋
律

●
P
8
4
 
旋

律
の

動
き

や
重

な
り

方
、

強
弱

の
違

い
な

ど
に

注
目

し
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
7
0
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア

●
P
8
6
 
音

色
や

強
弱

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
7
3
 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素

●
P
8
8
 
音

域
の

変
化

や
、

そ
れ

に
伴

う
強

弱
の

変
化

な
ど

に
注

目
し

て
、

歌
い

方
を

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

●
P
8
2
 
曲

全
体

の
構

成
を

意
識

し
な

が
ら

強
弱

の
変

化
を

生
か

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

●
P
9
0
 
そ

れ
ぞ

れ
の

部
分

の
曲

想
を

感
じ

取
っ

て
表

現
に

生
か

す
と

と
も

に
、

詩
の

内
容

か
ら

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
曲

想
に

な
っ

　
　

　
て

い
る

の
か

を
考

え
、

音
色

や
強

弱
、

速
度

な
ど

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。

「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１

）
内

容
 
　

イ
 
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
、

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
】

（
中

学
校

 
音

楽
一

般
 
）

教 　 　 芸

2 ・ 3 上

−319−



発
行

者
学

年
ｃ

　
〔

共
通

事
項

〕
の

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
」

に
つ

い
て

示
さ

れ
た

箇
所

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所

●
P
1
2
 
歌

詞
の

内
容

と
旋

律
や

強
弱

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
1
2
 
旋

律
・

強
弱

●
P
1
6
 
詩

に
こ

め
ら

れ
た

思
い

が
、

旋
律

や
強

弱
に

ど
の

よ
う

に
生

か
さ

れ
て

い
る

か
を

感
じ

取
り

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

　
　

　
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
1
6
 
旋

律
・

強
弱

●
P
2
0
 
歌

詞
の

内
容

を
理

解
し

、
拍

子
や

強
弱

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
0
 
曲

の
形

式
や

構
成

を
理

解
し

全
体

の
ま

と
ま

り
に

気
を

付
け

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

　
リ

ズ
ム

・
強

弱
・

形
式

・
構

成

●
P
2
3
 
音

の
重

な
り

に
気

を
付

け
て

、
互

い
の

パ
ー

ト
を

よ
く

聴
き

合
い

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

　
　

　
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
3
 
音

色
・

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

●
P
2
4
 
短

調
と

長
調

の
違

い
を

感
じ

取
り

、
速

度
や

強
弱

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

　
　

　
し

ょ
う

。
●

P
2
4
 
速

度
・

旋
律

・
強

弱

●
P
2
6
 
言

葉
の

抑
揚

と
旋

律
の

動
き

と
の

関
わ

り
を

意
識

し
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
5
 
同

主
調

●
P
2
6
 
音

の
重

な
り

に
気

を
付

け
て

、
混

声
合

唱
の

響
き

を
生

か
し

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
6
 
音

色
・

旋
律

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア

●
P
2
8
 
英

語
の

語
感

を
生

か
し

た
旋

律
や

リ
ズ

ム
に

注
目

し
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

●
P
2
8
 
リ

ズ
ム

・
旋

律

●
P
3
0
 
創

意
工

夫
し

て
旋

律
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
0
 
リ

ズ
ム

・
旋

律
・

構
成

、
ハ

長
調

、
４

分
の

４
拍

子
、

和
音

●
P
3
2
 
創

意
工

夫
し

て
音

楽
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
3
2
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

速
度

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
・

強
弱

・
構

成
、

４
分

の
４

拍
子

、
構

成

●
P
3
4
 
曲

想
と

音
楽

の
特

徴
と

の
関

わ
り

に
注

目
し

な
が

ら
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
き

ま
し

ょ
う

。
●

P
3
4
 
音

色
・

速
度

・
旋

律
・

強
弱

●
P
3
4
 
作

曲
者

が
記

し
た

標
題

や
解

説
、

当
時

の
時

代
背

景
か

ら
、

作
品

に
こ

め
ら

れ
た

思
い

を
感

じ
取

っ
て

聴
き

ま
し

ょ
　

　
　

う
。

●
P
3
7
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

・
強

弱
・

構
成

、
音

色
や

強
弱

の
変

化
に

注
目

し
て

聴
き

ま
し

ょ
う

。

●
P
3
7
 
曲

全
体

を
通

し
て

繰
り

返
し

演
奏

さ
れ

る
リ

ズ
ム

と
２

つ
の

旋
律

に
注

目
し

な
が

ら
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
　

　
　

わ
っ

て
聴

き
ま

し
ょ

う
。

●
P
4
2
 
音

色
・

旋
律

●
P
4
2
 
楽

器
の

音
色

や
奏

法
と

場
面

の
様

子
と

の
関

わ
り

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
尺

八
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
き

　
　

　
ま

し
ょ

う
。

●
P
4
6
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

速
度

・
旋

律

●
P
4
6
 
声

や
楽

器
の

音
色

、
旋

律
の

特
徴

、
速

度
の

変
化

な
ど

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
能

の
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

　
　

　
て

聴
き

ま
し

ょ
う

。
●

P
4
8
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

構
成

・
旋

律
・

拍

●
P
4
6
 
音

楽
、

舞
踊

、
演

劇
な

ど
が

一
体

と
な

っ
た

能
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
4
9
 
間

、
強

弱
、

速
度

●
P
4
8
 
模

範
演

奏
を

聴
い

た
り

ま
ね

た
り

し
な

が
ら

声
の

音
色

や
速

度
や

リ
ズ

ム
の

変
化

な
ど

を
感

じ
取

り
、

表
現

を
工

夫
し

　
　

　
て

謡
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
5
3
 
音

色
・

旋
律

●
P
5
2
 
音

楽
を

聴
き

比
べ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
表

現
の

特
徴

や
よ

さ
を

感
じ

取
り

ま
し

ょ
う

。
●

P
5
6
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

●
P
5
6
 
楽

器
の

音
色

、
旋

律
、

リ
ズ

ム
の

特
徴

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
き

　
　

　
ま

し
ょ

う
。

●
P
5
8
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

旋
律

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア

●
P
5
8
 
リ

ズ
ム

や
音

色
、

旋
律

、
音

の
重

な
り

な
ど

に
注

目
し

な
が

ら
、

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

　
　

　
き

ま
し

ょ
う

。
●

P
6
6
 
音

色
・

旋
律

・
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
・

強
弱

●
P
6
6
 
「

大
地

讃
頌

」
を

聴
き

な
が

ら
指

揮
を

し
て

、
音

楽
の

特
徴

を
感

じ
取

り
ま

し
ょ

う
。

●
P
6
7
 
拍

、
拍

子
、

強
弱

●
P
7
2
 
歌

詞
に

こ
め

ら
れ

た
気

持
ち

や
情

景
を

想
像

し
な

が
ら

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
7
4
 
曲

全
体

の
構

成
を

理
解

●
P
7
4
 
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。
●

P
8
6
 
強

弱
記

号
を

ヒ
ン

ト
に

全
体

の
構

成
を

理
解

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

●
P
7
7
 
曲

想
の

変
化

や
、

パ
ー

ト
の

重
な

り
方

な
ど

を
生

か
し

な
が

ら
、

思
い

を
こ

め
て

歌
い

ま
し

ょ
う

●
P
8
9
 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素

●
P
8
0
 
曲

想
の

違
い

を
捉

え
、

各
部

分
を

生
か

す
よ

う
に

強
弱

や
音

色
を

工
夫

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

●
P
9
2
 
ソ

ナ
タ

形
式

●
P
8
0
 
各

パ
ー

ト
の

重
な

り
や

掛
け

合
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

歌
い

ま
し

ょ
う

。
●

P
9
6
 
音

色
・

リ
ズ

ム
・

速
度

・
旋

律
・

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

・
強

弱
・

形
式

・
構

成

●
P
8
2
 
詩

と
曲

の
構

成
と

の
関

係
を

調
べ

て
、

ど
の

よ
う

に
表

現
し

た
ら

よ
い

の
か

考
え

ま
し

ょ
う

。

●
P
8
2
 
強

弱
、

速
度

、
さ

ら
に

ピ
ア

ノ
伴

奏
の

形
の

変
化

に
も

注
目

し
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。

教 　 　 芸

2 ・ 3 下

「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１

）
内

容
 
　

イ
 
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
、

ｄ
　

〔
共

通
事

項
〕

の
「

知
識

」
に

つ
い

て
示

さ
れ

た
箇

所
】

（
中

学
校

 
音

楽
一

般
 
）

−320−



発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

表
１

曲
に

つ
い

て
似

て
い

る
と

こ
ろ

や
違

う
と

こ
ろ

な
ど

を
確

か
め

、
気

が
付

い
た

こ
と

を
楽

譜
に

記
入

し
よ

う
。

表
２

歌
っ

た
と

き
の

印
象

も
含

め
て

、
感

じ
た

り
気

が
つ

い
た

り
し

た
こ

と
を

ま
と

め
、

交
流

し
よ

う
。

表
３

「
ソ

ー
ラ

ン
節

」
と

「
か

り
ぼ

し
切

り
歌

」
を

歌
い

比
べ

て
、

共
通

点
や

相
違

点
を

、
み

ん
な

で
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

表
４

母
音

が
、

コ
ブ

シ
を

つ
け

な
が

ら
の

び
て

い
る

の
が

よ
く

わ
か

る
わ

ね
。

郷
土

の
さ

ま
ざ

ま
な

民
謡

谷
茶

前
、

こ
き

り
こ

節
鑑

１
歌

詞
の

内
容

や
歌

う
場

面
を

調
べ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

を
聴

き
取

り
、

ま
と

め
て

み
ま

し
ょ

う
。

表
５

言
葉

の
つ

な
が

り
方

を
工

夫
し

て
、

短
い

旋
律

を
つ

く
ろ

う
。

表
６

言
葉

の
リ

ズ
ム

や
ま

と
ま

り
を

意
識

し
て

、
イ

メ
ー

ジ
に

合
う

音
を

選
ぼ

う
。

表
７

七
五

調
の

短
い

歌
詞

を
つ

く
っ

て
、

リ
ズ

ム
を

つ
け

て
み

よ
う

。

表
８

言
葉

の
抑

揚
を

線
で

表
し

て
み

よ
う

。

表
９

言
葉

の
抑

揚
に

そ
っ

て
、

「
ミ

」
「

ソ
」

「
ラ

」
の

音
を

あ
て

は
め

、
五

線
に

も
書

き
写

し
て

み
よ

う
。

表
1
0

自
分

で
何

度
も

声
に

出
し

て
読

ん
で

み
ま

し
ょ

う
。

表
1
1

言
葉

の
つ

な
げ

方
や

重
ね

方
、

全
体

の
ま

と
ま

り
を

工
夫

し
て

音
楽

を
つ

く
ろ

う
。

表
1
2

言
葉

の
リ

ズ
ム

を
意

識
し

て
、

ス
ト

ー
リ

ー
を

表
す

言
葉

を
選

ぼ
う

。

表
1
3

５
～

６
人

の
グ

ル
ー

プ
に

な
り

、
表

現
し

た
い

テ
ー

マ
を

決
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

言
葉

で
表

し
て

み
よ

う
。

表
1
4

表
し

た
言

葉
を

カ
ー

ド
に

し
て

、
繰

り
返

し
た

り
重

ね
た

り
し

て
テ

ー
マ

を
表

現
し

て
み

よ
う

。

表
1
5

テ
ー

マ
に

そ
っ

た
簡

単
な

ス
ト

ー
リ

ー
を

想
像

し
、

構
成

や
言

葉
の

重
ね

方
を

工
夫

し
て

、
イ

メ
ー

ジ
に

合
っ

た
音

楽
を

つ
く

ろ
う

。

鑑
２

曲
想

の
変

化
を

形
式

や
ソ

ネ
ッ

ト
と

関
わ

ら
せ

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。

鑑
３

ソ
ネ

ッ
ト

と
音

楽
の

関
わ

り
で

、
い

ち
ば

ん
お

も
し

ろ
い

と
思

っ
た

と
こ

ろ
を

、
み

ん
な

に
紹

介
す

る
文

章
を

書
い

て
み

よ
う

。

鑑
４

ソ
ネ

ッ
ト

に
描

か
れ

て
い

る
情

景
と

音
楽

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
、

聴
き

取
っ

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

鑑
５

５
回

現
れ

る
リ

ト
ル

ネ
ッ

ロ
部

を
手

が
か

り
に

鑑
賞

し
、

気
が

つ
い

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

記
録

し
て

お
こ

う
。

鑑
６

「
春

」
第

１
楽

章
と

「
秋

」
第

１
楽

章
を

比
べ

て
、

共
通

す
る

と
こ

ろ
や

、
そ

れ
ぞ

れ
の

よ
さ

な
ど

に
つ

い
て

、
発

表
し

交
流

し
て

み
よ

う
。

鑑
７

曲
想

の
変

化
を

物
語

の
進

行
と

関
わ

ら
せ

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。

鑑
８

各
登

場
人

物
の

表
現

の
特

徴
に

着
目

し
、

聴
き

取
っ

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

箏
曲

や
尺

八
曲

の
多

様
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

尺
八

曲
「

鹿
の

遠
音

」
鑑

９
気

が
つ

い
た

音
楽

の
特

徴
を

ま
と

め
て

み
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
発

表
し

交
流

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

わ
が

国
や

ア
ジ

ア
地

域
の

、
多

様
で

豊
か

な
声

に
よ

る
表

現
を

鑑
賞

し
よ

う
天

台
声

明
　

他
鑑

1
0

聴
き

取
っ

た
特

徴
を

ま
と

め
、

発
表

し
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

曲
の

形
式

を
生

か
し

て
歌

お
う

こ
の

道
表

1
6

歌
詞

と
音

楽
と

の
関

係
を

捉
え

な
が

ら
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

鑑
1
1

そ
れ

ぞ
れ

の
音

楽
の

特
徴

を
踏

ま
え

て
、

共
通

点
や

相
違

点
に

つ
い

て
考

え
て

み
よ

う
。

そ
し

て
気

が
つ

い
た

こ
と

を
友

達
に

紹
介

し
よ

う
。

鑑
1
2

天
台

声
明

や
ケ

チ
ャ

、
布

農
＜

ブ
ヌ

ン
＞

族
の

合
唱

に
つ

い
て

も
比

較
し

な
が

ら
整

理
し

て
み

よ
う

。

弦
楽

器
の

豊
か

な
表

現
を

鑑
賞

し
よ

う
弦

楽
合

奏
の

セ
レ

ナ
ー

ド
　

第
１

楽
章

鑑
1
3

ヴ
ィ

ヴ
ァ

ル
デ

ィ
作

曲
「

春
」

第
１

楽
章

と
比

較
し

て
、

気
が

つ
い

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
交

流
し

よ
う

。

歌
曲

の
形

式
の

違
い

を
鑑

賞
し

よ
う

野
ば

ら
鑑

1
4

「
野

ば
ら

」
の

楽
曲

全
体

の
構

成
に

つ
て

、
「

魔
王

」
と

比
較

し
な

が
ら

考
え

て
み

よ
う

。
ま

た
、

「
野

ば
ら

」
の

旋
律

を
歌

っ
た

り
、

よ
さ

に
つ

い
て

ま
と

め
た

り
し

て
み

よ
う

。

箏
曲

や
尺

八
曲

の
多

様
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

「
六

段
の

調
」

「
漁

舟
唱

晩
」

「
サ

ン
ジ

ョ
」

鑑
1
5

箏
曲

「
六

段
の

調
」

と
比

較
し

て
、

グ
ー

ジ
ォ

ン
「

漁
舟

唱
晩

」
や

カ
ヤ

グ
ム

「
サ

ン
ジ

ョ
」

を
鑑

賞
し

、
気

が
つ

い
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
ま

と
め

交
流

し
よ

う
。

か
り

ぼ
し

切
り

歌

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ
 
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】

（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

（
創

作
）

全
体

の
構

成
を

考
え

な
が

ら
音

楽
を

つ
く

ろ
う

「
和

声
と

創
意

の
試

み
」

第
１

集
「

四
季

」
か

ら
　

「
秋

」
第

１
楽

章

弦
楽

器
の

豊
か

な
表

現
を

鑑
賞

し
よ

う

日
本

語
の

抑
揚

を
生

か
し

た
旋

律
を

つ
く

ろ
う

「
和

声
と

創
意

の
試

み
」

第
１

集
「

四
季

」
か

ら
　

「
春

」
第

１
楽

章

青
空

へ
の

ぼ
ろ

う
無

理
の

な
い

自
然

な
声

の
出

し
方

で
歌

お
う

民
謡

の
特

徴
を

捉
え

て
ふ

さ
わ

し
い

声
で

歌
お

う

（
創

作
）

歌
曲

の
形

式
の

違
い

を
鑑

賞
し

よ
う

魔
王

何
が

同
じ

で
、

何
が

違
う

？
八

木
節

　
ホ

ー
ミ

ー
　

魔
王

教 　 　 出

１
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ
 
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

鑑
1
6

音
楽

は
、

音
色

（
お

ん
し

ょ
く

）
や

旋
律

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
素

か
ら

成
り

立
っ

て
い

ま
す

。
「

き
ら

き
ら

星
変

奏
曲

」
（

主
題

と
1
2
の

変
奏

）
を

聴
い

て
、

そ
れ

ら
の

は
た

ら
き

に
注

目
し

、
気

が
つ

い
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

鑑
1
7

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

や
、

雰
囲

気
の

変
化

な
ど

に
つ

い
て

、
聴

き
取

っ
た

り
感

じ
取

っ
た

り
し

た
こ

と
を

、
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

歌
の

ア
ル

バ
ム

故
郷

表
1
7

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
な

が
ら

歌
お

う
。

き
ら

き
ら

星
変

奏
曲

１
ど

ん
な

特
徴

が
あ

る
か

な
？

教 　 　 出
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「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１
）
内
容
 
　
イ

調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

表
1

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

強
弱

や
音

域
に

応
じ

た
歌

い
方

を
工

夫
し

よ
う

。

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
発

声
で

歌
お

う
生

命
が

羽
ば

た
く

と
き

表
２

気
づ

い
た

こ
と

を
余

白
に

メ
モ

し
よ

う
。

表
３

感
じ

取
っ

た
曲

想
や

表
現

を
工

夫
し

た
い

点
を

下
の

表
に

ま
と

め
て

み
よ

う
。

表
４

歌
詞

の
発

音
や

他
の

声
部

と
の

関
わ

り
を

生
か

し
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
曲

の
特

徴
を

生
か

し
て

歌
お

う
Ｙ

ｏ
ｕ

　
Ｃ

ａ
ｎ

　
Ｆ

ｌ
ｙ

！
表

５
英

語
の

歌
詞

の
発

音
を

生
か

し
て

、
合

わ
せ

て
歌

お
う

。

表
６

二
部

形
式

を
説

明
す

る
よ

う
に

、
下

の
楽

譜
の

空
欄

に
あ

て
は

ま
る

内
容

を
記

入
し

よ
う

。
曲

の
形

式
を

生
か

し
て

歌
お

う
浜

辺
の

歌
　

早
春

賦
表

７
形

式
を

生
か

し
て

ど
の

よ
う

に
表

現
を

工
夫

す
る

か
、

考
え

た
こ

と
を

交
流

し
て

歌
っ

て
み

よ
う

。

表
８

工
夫

し
た

こ
と

な
ど

を
説

明
し

よ
う

。
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

を
つ

く
ろ

う
表

９
リ

コ
ー

ダ
ー

や
箏

で
表

現
し

て
交

流
し

よ
う

。

表
1
0

交
流

し
た

こ
と

を
記

録
し

て
お

こ
う

。

平
調

子
の

特
徴

を
生

か
し

て
音

楽
を

つ
く

ろ
う

表
1
1

わ
か

っ
た

こ
と

を
簡

単
に

ま
と

め
よ

う
。

表
1
2

リ
コ

ー
ダ

ー
や

箏
で

表
現

し
て

再
度

交
流

し
よ

う
。

鑑
１

楽
器

の
音

色
や

響
き

、
強

弱
な

ど
気

が
つ

い
た

こ
と

を
ま

と
め

、
発

表
し

よ
う

。

曲
の

構
成

の
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
い

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

ボ
レ

ロ
鑑

２
ど

の
よ

う
に

構
成

さ
れ

て
い

た
か

説
明

し
て

み
よ

う
。

鑑
３

「
ボ

レ
ロ

」
の

よ
さ

や
魅

力
に

つ
い

て
自

分
や

み
ん

な
で

考
え

、
下

の
表

に
ま

と
め

て
み

よ
う

。
教

２ ・
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
や

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
に

よ
る

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

交
響

曲
第

５
番

　
ハ

短
調

　
作

品
6
7

鑑
４

気
に

入
っ

た
楽

章
に

つ
い

て
、

よ
か

っ
た

と
こ

ろ
や

、
そ

れ
を

選
ん

だ
理

由
を

発
表

し
交

流
し

て
み

よ
う

。

３
小

フ
ー

ガ
　

ト
短

調
鑑

５
ソ

ナ
タ

形
式

と
比

べ
な

が
ら

、
「

小
フ

ー
ガ

」
の

よ
さ

な
ど

に
つ

い
て

発
表

し
交

流
し

て
み

よ
う

。

出
上

雅
楽

の
多

様
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

左
舞

「
万

歳
楽

」
　

右
舞

「
狛

桙
」

鑑
６

左
舞

「
万

歳
楽

」
と

右
舞

「
狛

桙
」

を
鑑

賞
し

て
、

雅
楽

「
越

天
楽

」
と

比
べ

、
下

の
表

に
ま

と
め

よ
う

。

郷
土

の
音

楽
や

芸
能

民
謡

　
他

鑑
７

そ
れ

ぞ
れ

の
表

現
を

比
較

し
て

、
特

徴
を

整
理

し
て

み
よ

う
。

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
発

声
で

歌
お

う
大

切
な

も
の

表
1
3

歌
詞

の
ま

と
ま

り
と

フ
レ

ー
ズ

と
の

関
連

を
生

か
し

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

花
の

街
表

1
4

歌
詞

の
ま

と
ま

り
や

フ
レ

ー
ズ

を
生

か
し

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

曲
の

形
式

を
生

か
し

て
歌

お
う

時
計

台
の

鐘
表

1
5

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

全
体

の
響

き
を

聴
き

な
が

ら
合

わ
せ

て
歌

お
う

。

鑑
８

自
分

が
着

目
し

た
こ

と
な

ど
を

比
較

し
な

が
ら

整
理

し
て

み
よ

う
。

何
が

同
じ

で
、

何
が

違
う

？
雅

楽
「

越
天

楽
」

、
交

響
曲

第
５

番
鑑

９
気

が
つ

い
た

こ
と

を
友

達
に

紹
介

し
よ

う
。

曲
の

構
成

の
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
い

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

「
ボ

レ
ロ

」
「

火
星

」
鑑

1
0

気
が

つ
い

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
交

流
し

よ
う

。

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

や
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

に
よ

る
表

現
を

鑑
賞

し
よ

う
交

響
組

曲
「

シ
ェ

エ
ラ

ザ
ー

ド
」

か
ら

第
２

楽
章

楽
曲

全
体

の
構

成
に

つ
い

て
「

交
響

曲
第

５
番

」
と

比
較

し
た

り
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
表

現
の

豊
か

さ
に

つ
い

て
考

え
た

り
し

て
み

よ
う

。
ま

た
、

「
シ

ェ
エ

ラ
ザ

ー
ド

」
第

２
楽

章
の

よ
さ

に
つ

い
て

、
発

表
し

交
流

し
よ

う
。

鑑
1
1

「
ア

ル
ル

の
女

」
第

１
組

曲
「

前
奏

曲
」

鑑
1
2

気
が

つ
い

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

話
し

合
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
ど

ん
な

特
徴

が
あ

る
か

な
？

鑑
1
3

聴
き

取
っ

た
り

感
じ

取
っ

た
り

し
た

こ
と

を
伝

え
合

っ
て

み
よ

う
。

カ
ン

ト
リ

ー
・

ロ
ー

ド
表

1
6

二
拍

子
に

よ
る

雰
囲

気
や

特
徴

を
捉

え
、

英
語

の
発

音
を

生
か

し
て

表
現

し
よ

う
。

歌
の

ア
ル

バ
ム

雪
の

降
る

街
を

表
1
7

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

転
調

の
効

果
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。

故
郷

表
1
8

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
な

が
ら

、
全

体
の

響
き

を
感

じ
取

っ
て

歌
お

う
。

（
創

作
）

（
創

作
）
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ
 
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

表
１

ど
の

よ
う

な
ま

と
ま

り
で

歌
う

か
、

そ
れ

を
生

か
し

て
ど

う
表

現
を

工
夫

す
る

か
考

え
て

み
よ

う
。

考
え

た
こ

と
を

下
の

楽
譜

に
書

き
込

も
う

。

表
２

気
が

つ
い

た
こ

と
を

楽
譜

に
書

き
込

ん
だ

り
、

メ
モ

し
た

り
し

て
お

こ
う

。

表
３

歌
詞

に
よ

る
リ

ズ
ム

や
ま

と
ま

り
を

理
解

し
な

が
ら

、
歌

い
比

べ
て

み
ま

し
ょ

う
。

表
４

「
花

」
と

比
べ

な
が

ら
ど

の
よ

う
に

表
現

を
工

夫
す

る
か

を
考

え
、

下
の

楽
譜

に
書

き
込

も
う

。
ま

た
、

考
え

た
こ

と
を

交
流

し
て

歌
っ

て
み

よ
う

。

表
５

言
葉

の
反

復
や

重
ね

方
を

生
か

し
て

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

表
現

で
工

夫
し

よ
う

。

表
６

言
葉

の
リ

ズ
ム

や
ま

と
ま

り
を

捉
え

て
、

テ
ー

マ
に

合
う

言
葉

を
選

ぼ
う

。

表
７

交
流

し
た

こ
と

を
記

録
し

て
お

こ
う

。

表
８

選
ん

だ
言

葉
の

つ
な

げ
方

を
工

夫
し

て
Ｃ

Ｍ
ソ

ン
グ

を
つ

く
ろ

う
。

表
９

言
葉

の
リ

ズ
ム

や
抑

揚
を

捉
え

て
、

テ
ー

マ
に

合
う

言
葉

を
選

ぼ
う

。

表
1
0

つ
く

っ
た

Ｃ
Ｍ

ソ
ン

グ
と

自
分

の
感

じ
た

こ
と

を
発

表
し

て
、

交
流

し
よ

う
。

ブ
ル

タ
バ

（
モ

ル
ダ

ウ
）

鑑
１

聴
き

取
っ

た
り

気
づ

い
た

り
し

た
こ

と
を

記
録

し
て

お
こ

う
。

交
響

詩
「

フ
ィ

ン
ラ

ン
デ

ィ
ア

」
鑑

２
音

楽
の

表
現

と
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
の

独
立

を
願

っ
た

シ
ベ

リ
ウ

ス
の

思
い

な
ど

に
つ

い
て

発
表

し
交

流
し

て
み

よ
う

。

鑑
３

自
分

に
と

っ
て

、
見

ど
こ

ろ
、

聴
き

ど
こ

ろ
だ

と
思

う
場

面
を

選
び

、
そ

の
魅

力
を

述
べ

て
み

よ
う

。

鑑
４

聴
き

取
っ

た
こ

と
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

鑑
５

舞
台

や
音

楽
の

表
現

、
気

が
つ

い
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

な
ど

を
簡

単
に

記
録

し
て

お
こ

う
。

鑑
６

「
ア

イ
ー

ダ
」

の
表

現
と

比
べ

な
が

ら
、

バ
レ

エ
「

白
鳥

の
湖

」
の

よ
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

、
発

表
し

交
流

し
て

み
よ

う
。

歌
舞

伎
「

勧
進

帳
」

鑑
７

長
唄

の
特

徴
や

印
象

に
残

っ
た

場
面

を
、

理
由

と
と

も
に

ま
と

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

文
楽

「
義

経
千

本
桜

」
か

ら
　

二
段

め
　

大
物

浦
の

段
鑑

８
歌

舞
伎

「
勧

進
帳

」
と

聴
き

比
べ

て
、

気
づ

い
た

こ
と

を
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

曲
想

を
感

じ
取

り
、

曲
の

特
徴

を
生

か
し

て
歌

お
う

Ｔ
ｏ

ｐ
　

ｏ
ｆ

　
ｔ

ｈ
ｅ

　
ｗ

ｏ
ｒ

ｌ
ｄ

表
1
1

英
語

の
歌

詞
の

発
音

、
リ

ズ
ム

や
強

弱
の

設
定

を
生

か
し

て
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

曲
の

形
式

を
生

か
し

て
歌

お
う

椰
子

の
実

表
1
2

五
七

調
の

歌
詞

の
ま

と
ま

り
を

生
か

し
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。

鑑
９

自
分

が
着

目
し

た
こ

と
な

ど
を

比
較

し
な

が
ら

整
理

し
て

み
よ

う
。

鑑
1
0

気
が

つ
い

た
こ

と
を

友
達

に
紹

介
し

よ
う

。

オ
ペ

ラ
や

バ
レ

エ
を

味
わ

い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
ジ

ン
ジ

ュ
〈

京
劇

〉
「

西
遊

記
」

か
ら

　
他

鑑
1
1

音
楽

と
舞

台
と

の
関

係
に

つ
い

て
考

え
な

が
ら

鑑
賞

し
、

よ
さ

や
お

も
し

ろ
さ

に
つ

い
て

述
べ

て
み

よ
う

。

歌
舞

伎
や

文
楽

の
豊

か
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

パ
ン

ソ
リ

　
他

鑑
1
2

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
述

べ
て

み
よ

う
。

私
た

ち
の

く
ら

し
と

音
楽

鑑
1
3

音
楽

を
生

か
せ

る
仕

事
や

活
動

と
、

音
楽

の
も

つ
力

に
つ

い
て

、
思

っ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

ア
メ

ー
ジ

ン
グ

・
グ

レ
イ

ス
表

1
3

英
語

の
歌

詞
の

発
音

や
旋

律
の

ま
と

ま
り

を
意

識
し

、
美

し
い

ハ
ー

モ
ニ

ー
で

表
現

し
よ

う
。

世
界

が
ひ

と
つ

の
家

族
の

よ
う

に
表

1
4

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

曲
の

山
場

（
ク

ラ
イ

マ
ッ

ク
ス

）
を

考
え

て
歌

お
う

。

仰
げ

ば
尊

し
表

1
5

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

混
声

四
部

合
唱

で
豊

か
に

表
現

し
よ

う
。

さ
よ

う
な

ら
表

1
6

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
、

気
持

ち
を

こ
め

て
歌

お
う

。

大
地

讃
頌

（
カ

ン
タ

ー
タ

「
土

の
歌

」
か

ら
）

表
1
7

歌
詞

の
内

容
や

声
部

の
役

割
を

生
か

し
、

豊
か

な
ハ

ー
モ

ニ
ー

で
表

現
し

よ
う

。

故
郷

表
1
8

歌
詞

の
内

容
を

味
わ

い
な

が
ら

、
全

体
の

響
き

を
感

じ
取

っ
て

歌
お

う
。

（
創

作
）

歌
の

ア
ル

バ
ム

２ ・ ３ 下

（
創

作
）

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
豊

か
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

オ
ペ

ラ
「

ア
イ

ー
ダ

」
か

ら
第

２
幕

第
２

場

歌
舞

伎
や

文
楽

の
豊

か
な

表
現

を
鑑

賞
し

よ
う

何
が

同
じ

で
、

何
が

違
う

？
歌

舞
伎

「
勧

進
帳

」
、

オ
ペ

ラ
「

ア
イ

ー
ダ

」

旅
立

ち
の

日
に

曲
の

形
式

を
生

か
し

て
歌

お
う

荒
城

の
月

バ
レ

エ
「

白
鳥

の
湖

」
か

ら

オ
ペ

ラ
や

バ
レ

エ
を

味
わ

い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う

言
葉

の
リ

ズ
ム

や
抑

揚
を

生
か

し
て

表
現

し
て

み
よ

う

Ｃ
Ｍ

ソ
ン

グ
を

つ
く

ろ
う

曲
想

を
感

じ
取

り
、

曲
の

特
徴

を
生

か
し

て
歌

お
う

教 　 　 出
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ

調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

思
い

を
こ

め
て

明
る

い
声

で
合

唱
し

よ
う

。
Ｗ

ｅ
’

ｌ
ｌ

　
Ｆ

ｉ
ｎ

ｄ
　

Ｔ
ｈ

ｅ
Ｗ

ａ
ｙ

～
は

る
か

な
道

へ
表

１
歌

詞
に

こ
め

ら
れ

た
思

い
を

生
か

し
、

発
声

の
仕

方
に

気
を

付
け

な
が

ら
、

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

表
２

ど
こ

で
大

き
く

変
化

し
て

い
る

か
を

み
ん

な
で

考
え

ま
し

ょ
う

。

表
３

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

段
ご

と
に

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

表
４

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
て

、
下

の
表

を
完

成
さ

せ
ま

し
ょ

う
。

表
５

フ
ェ

ル
マ

ー
タ

の
表

現
を

工
夫

す
る

た
め

に
み

ん
な

で
話

し
合

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

表
６

音
の

つ
な

が
り

方
を

確
認

し
、

ど
の

よ
う

な
感

じ
が

す
る

か
を

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

。

表
７

旋
律

の
音

の
つ

な
が

り
方

を
調

べ
て

み
よ

う
。

表
８

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

表
９

中
間

発
表

を
し

て
、

つ
く

っ
た

旋
律

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
0

意
見

交
換

し
た

こ
と

を
参

考
に

旋
律

を
完

成
さ

せ
て

、
も

う
一

度
発

表
し

ま
し

ょ
う

。

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

表
情

豊
か

に
歌

お
う

。
浜

辺
の

歌
表

1
1

歌
詞

の
内

容
は

ど
う

な
っ

て
い

る
か

な
？

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

思
い

を
こ

め
て

歌
お

う
。

赤
と

ん
ぼ

表
1
2

言
葉

の
美

し
い

響
き

を
生

か
し

な
が

ら
、

発
音

に
気

を
付

け
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

パ
ー

ト
の

役
割

を
感

じ
取

っ
て

合
唱

し
よ

う
。

朝
の

風
に

表
1
3

互
い

の
声

や
伴

奏
を

よ
く

聴
い

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

表
1
4

音
楽

や
歌

詞
か

ら
気

付
い

た
こ

と
を

右
の

表
に

書
き

入
れ

ま
し

ょ
う

。

表
1
5

ど
の

よ
う

に
歌

い
た

い
か

を
話

し
合

っ
て

、
下

の
表

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

英
語

で
歌

お
う

！
Ｅ

ｄ
ｅ

ｌ
ｗ

ｅ
ｉ

ｓ
ｓ

表
1
6

発
音

に
気

を
付

け
て

英
語

で
歌

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

鑑
１

感
じ

た
こ

と
や

思
い

浮
か

べ
た

イ
メ

ー
ジ

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

鑑
２

ど
う

し
て

そ
の

よ
う

に
感

じ
た

の
か

、
注

目
す

る
ポ

イ
ン

ト
と

関
連

付
け

て
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。

表
1
7

２
つ

の
風

景
か

ら
ど

ち
ら

か
を

選
ん

で
場

面
を

設
定

し
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

表
1
8

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
て

、
音

素
材

を
選

び
ま

し
ょ

う
。

表
1
9

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
な

が
ら

強
弱

や
構

成
を

工
夫

し
て

音
楽

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う

。

表
2
0

図
形

な
ど

を
使

っ
て

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

入
れ

ま
し

ょ
う

。

表
2
1

中
間

発
表

を
し

て
、

つ
く

っ
た

音
楽

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

表
2
2

意
見

交
換

し
た

こ
と

を
参

考
に

音
楽

を
完

成
さ

せ
て

、
も

う
一

度
発

表
し

ま
し

ょ
う

。

鑑
３

音
楽

を
聴

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

分
に

つ
い

て
、

聞
き

取
っ

た
こ

と
と

、
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

鑑
４

こ
の

曲
の

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

に
よ

さ
を

感
じ

ま
し

た
か

。
ま

た
、

そ
の

理
由

も
発

表
し

合
い

ま
し

ょ
う

。

鑑
５

詩
の

内
容

や
音

楽
の

特
徴

に
気

を
付

け
て

、
場

面
の

様
子

を
想

像
し

な
が

ら
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
き

ま
し

ょ
う

。

鑑
６

音
楽

の
特

徴
や

詩
の

内
容

か
ら

ど
の

よ
う

な
情

景
を

思
い

浮
か

べ
た

の
か

、
友

達
と

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

日
本

に
古

く
か

ら
伝

わ
る

箏
の

音
楽

を
聴

こ
う

。
箏

曲
「

六
段

の
調

」
鑑

７
全

体
を

通
し

て
、

速
度

や
曲

想
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

て
い

る
か

な
？

気
付

い
た

こ
と

を
み

ん
な

で
話

し
合

お
う

。

声
や

音
楽

の
特

徴
を

生
か

し
て

日
本

の
民

謡
を

歌
お

う
。

ソ
ー

ラ
ン

節
表

2
3

模
範

演
奏

を
聴

い
た

り
ま

ね
た

り
し

な
が

ら
声

の
音

色
や

節
回

し
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

郷
土

に
伝

わ
る

民
謡

を
調

べ
よ

う
郡

上
節

　
他

鑑
８

自
分

た
ち

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
は

ど
の

よ
う

な
民

謡
が

伝
わ

っ
て

い
る

の
か

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

を
活

用
し

て
調

べ
ま

し
ょ

う
。

歌
い

継
ご

う
日

本
の

歌
ふ

る
さ

と
（

全
校

合
唱

）
表

2
4

歌
詞

に
こ

め
ら

れ
た

気
持

ち
や

情
景

を
想

像
し

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

１
イ

メ
ー

ジ
を

も
た

ら
す

音
楽

の
秘

密
を

探
ろ

う
。

映
画

「
ジ

ョ
ー

ズ
」

か
ら

‟
ジ

ョ
ー

ズ
の

テ
ー

マ
”

構
成

を
工

夫
し

て
、

３
つ

の
場

面
の

音
楽

を
つ

く
ろ

う
。

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
を

感
じ

取
っ

て
聴

こ
う

。
魔

王

Ｌ
ｅ

ｔ
’

ｓ
　

Ｃ
ｒ

ｅ
ａ

ｔ
ｅ

！

音
楽

の
特

徴
に

注
目

し
な

が
ら

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

聴
こ

う
。

春
　

－
第

１
楽

章
－

（
「

和
声

と
創

意
の

試
み

」
第

１
集

「
四

季
」

か
ら

）
他

（
計

４
曲

）

主
人

は
冷

た
い

土
の

中
に

（
静

か
に

眠
れ

）
曲

の
構

成
を

感
じ

取
っ

て
歌

お
う

。

Ｍ
ｙ

　
Ｍ

ｅ
ｌ

ｏ
ｄ

ｙ
♪

音
の

つ
な

が
り

方
の

特
徴

を
生

か
し

て
旋

律
を

つ
く

ろ
う

。

曲
の

構
成

や
曲

想
の

変
化

を
生

か
し

て
合

唱
し

よ
う

。
Ｌ

ｅ
ｔ

’
ｓ

　
Ｓ

ｅ
ａ

ｒ
ｃ

ｈ
　

Ｆ
ｏ

ｒ
　

Ｔ
ｏ

ｍ
ｏ

ｒ
ｒ

ｏ
ｗ

教 芸
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「
別

紙
２

－
３

」
【

（
１
）
内
容
 
　
イ

調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

心
通

う
合

唱
飛

び
出

そ
う

　
未

来
へ

表
2
5

歌
詞

全
体

の
雰

囲
気

と
曲

想
と

の
関

わ
り

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
表

現
を

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

教
曲

の
よ

さ
や

聴
き

ど
こ

ろ
を

伝
え

る
紹

介
文

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
曲

を
作

っ
た

人
に

つ
い

て
も

調
べ

ま
し

ょ
う

。
表

2
6

１
芸

曲
の

よ
さ

を
プ

レ
ゼ

ン
し

よ
う

表
2
7

音
楽

と
関

連
付

け
て

プ
レ

ゼ
ン

し
ま

し
ょ

う
。

表
2
8

友
達

の
プ

レ
ゼ

ン
を

聞
い

て
、

気
に

な
っ

た
曲

と
そ

の
理

由
を

メ
モ

し
ま

し
ょ

う
。
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ

調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

表
１

音
楽

の
特

徴
を

調
べ

て
下

の
表

に
書

き
入

れ
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

表
２

ど
の

よ
う

な
点

を
工

夫
し

て
歌

い
た

い
か

を
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。

表
３

曲
想

と
歌

詞
と

の
結

び
付

き
に

注
目

し
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

表
４

音
楽

の
特

徴
に

つ
い

て
調

べ
、

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。

表
５

音
楽

や
歌

詞
か

ら
気

付
い

た
こ

と
を

右
の

表
に

書
き

入
れ

ま
し

ょ
う

。

表
６

ど
の

よ
う

に
歌

い
た

い
か

を
話

し
合

っ
て

、
下

の
表

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

曲
想

の
変

化
を

生
か

し
て

表
情

豊
か

に
歌

お
う

。
Ｊ

ｏ
ｙ

ｆ
ｕ

ｌ
　

Ｊ
ｏ

ｙ
ｆ

ｕ
ｌ

表
７

曲
想

の
違

い
を

感
じ

取
り

、
友

達
と

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

歌
詞

と
旋

律
の

関
わ

り
を

生
か

し
て

合
唱

し
よ

う
。

メ
ッ

セ
ー

ジ
表

８
歌

詞
の

内
容

や
語

感
、

旋
律

の
動

き
、

強
弱

の
変

化
に

気
を

付
け

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

表
９

下
の

俳
句

の
言

葉
の

抑
揚

を
調

べ
、

メ
モ

に
書

き
ま

し
ょ

う
。

表
1
0

中
間

発
表

を
し

て
、

つ
く

っ
た

旋
律

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
1

意
見

交
換

し
た

こ
と

を
参

考
に

旋
律

を
完

成
さ

せ
て

、
も

う
一

度
発

表
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
2

旋
律

が
完

成
し

た
ら

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

五
線

に
書

き
ま

し
ょ

う
。

表
1
3

リ
ズ

ム
を

１
人

ず
つ

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

表
1
4

表
1
5

ど
の

よ
う

に
材

料
を

減
ら

し
て

い
く

の
か

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

「
サ

ラ
ダ

を
食

べ
る

音
楽

」
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う
。

表
1
6

演
奏

し
、

感
想

を
発

表
し

合
い

ま
し

ょ
う

。

声
や

音
楽

の
特

徴
を

生
か

し
て

長
唄

を
唄

お
う

。
長

唄
「

勧
進

帳
」

か
ら

表
1
7

日
本

語
の

発
音

や
言

葉
の

ま
と

ま
り

に
気

を
付

け
て

、
歌

詞
を

音
読

し
ま

し
ょ

う
。

受
け

継
ご

う
！

郷
土

の
祭

り
や

芸
能

鑑
１

郷
土

に
伝

わ
る

祭
り

や
芸

能
を

他
の

地
域

の
人

々
に

紹
介

で
き

る
よ

う
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

を
活

用
し

て
調

べ
て

も
い

い
ね

。

や
さ

し
さ

に
包

ま
れ

た
な

ら
表

1
8

歌
詞

を
よ

く
読

み
、

そ
れ

ぞ
れ

の
思

い
を

の
せ

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

夏
は

来
ぬ

表
1
9

歌
詞

の
表

す
情

景
と

、
パ

ー
ト

の
役

割
や

伴
奏

の
雰

囲
気

の
変

化
に

注
目

し
て

表
現

を
工

夫
し

ま
し

ょ
う

。

表
2
0

歌
詞

に
こ

め
ら

れ
た

気
持

ち
や

情
景

を
想

像
し

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

ハ
ー

ト
の

ア
ン

テ
ナ

表
2
1

歌
詞

に
こ

め
ら

れ
た

思
い

を
軽

快
な

テ
ン

ポ
に

の
せ

て
表

現
し

ま
し

ょ
う

。

時
の

旅
人

表
2
2

詩
の

内
容

か
ら

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
曲

想
に

な
っ

て
い

る
の

か
を

考
え

、
音

色
や

強
弱

、
速

度
な

ど
を

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

し
て

歌
お

う
。

夏
の

思
い

出

言
葉

の
抑

揚
を

生
か

し
て

旋
律

を
つ

く
ろ

う
。

Ｌ
ｅ

ｔ
’

ｓ
　

Ｃ
ｒ

ｅ
ａ

ｔ
ｅ

！
構

成
を

工
夫

し
て

、
言

葉
に

よ
る

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

ろ
う

。

歌
い

継
ご

う
日

本
の

歌

心
通

う
合

唱

２ ・ ３ 上

パ
ー

ト
の

役
割

を
理

解
し

て
合

唱
し

よ
う

。
翼

を
く

だ
さ

い

Ｍ
ｙ

　
Ｍ

ｅ
ｌ

ｏ
ｄ

ｙ
♪

教 芸

ふ
る

さ
と
（
全
校
合
唱
）

そ
れ

ぞ
れ

の
リ

ズ
ム

を
ど

の
よ

う
に

重
ね

て
い

く
の

か
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

、
「

サ
ラ

ダ
を

盛
り

付
け

る
音

楽
」

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う

。
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発
行

者
学

年
題
材
（
項
目
）
名

曲
　
名

番
号

具
体
的
な
学
習
活
動

「
別
紙

２
－

３
」

【
（

１
）
内
容
 
　
イ
 
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
　
言
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
箇
所
】
（
中
学
校
 
音
楽
一
般
 
）

表
１

歌
詞

の
内

容
と

旋
律

や
強

弱
と

の
関

わ
り

を
理

解
し

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

表
２

日
本

語
の

美
し

い
響

き
を

大
切

に
し

な
が

ら
、

発
音

に
気

を
付

け
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

詩
や

曲
の

背
景

を
理

解
し

て
歌

お
う

。
花

の
街

表
３

詩
に

こ
め

ら
れ

た
思

い
が

、
旋

律
や

強
弱

に
ど

の
よ

う
に

生
か

さ
れ

て
い

る
か

を
感

じ
取

り
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
表

情
豊

か
に

歌
お

う
。

早
春

賦
表

４
歌

詞
の

内
容

を
理

解
し

、
拍

子
や

強
弱

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
歌

い
ま

し
ょ

う
。

歌
詞

と
旋

律
の

関
わ

り
に

注
目

し
て

合
唱

し
よ

う
。

き
み

と
と

も
に

表
５

言
葉

の
抑

揚
と

旋
律

の
動

き
と

の
関

わ
り

を
意

識
し

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

曲
の

雰
囲

気
を

生
か

し
て

英
語

の
歌

を
歌

お
う

。
Ｌ

ｅ
ｔ

　
Ｉ

ｔ
　

Ｂ
ｅ

表
６

英
語

の
語

感
を

生
か

し
た

旋
律

や
リ

ズ
ム

に
注

目
し

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
い

ま
し

ょ
う

。

表
７

つ
く

っ
た

旋
律

は
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

入
れ

ま
し

ょ
う

。

表
８

中
間

発
表

を
し

て
、

つ
く

っ
た

旋
律

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

表
９

意
見

交
換

し
た

こ
と

を
参

考
に

旋
律

を
完

成
さ

せ
て

、
も

う
一

度
発

表
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
0

１
小

節
の

リ
ズ

ム
パ

タ
ー

ン
を

２
つ

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

表
1
1

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

り
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
入

れ
ま

し
ょ

う
。

表
1
2

中
間

発
表

を
し

て
、

つ
く

っ
た

旋
律

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
3

意
見

交
換

し
た

こ
と

を
参

考
に

旋
律

を
完

成
さ

せ
て

、
も

う
一

度
発

表
し

ま
し

ょ
う

。

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
ブ

ル
タ

バ
（

モ
ル

ダ
ウ

）
鑑

１
作

曲
者

が
記

し
た

標
題

や
解

説
、

当
時

の
時

代
背

景
か

ら
、

作
品

に
こ

め
ら

れ
た

思
い

を
感

じ
取

っ
て

聴
き

ま
し

ょ
う

。

楽
器

の
音

色
に

親
し

み
な

が
ら

、
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

響
き

を
味

わ
お

う
。

ボ
レ

ロ
鑑

２
こ

の
曲

の
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
に

よ
さ

を
感

じ
た

か
、

紹
介

文
を

書
い

て
み

ま
し

ょ
う

。

沖
縄

の
伝

統
芸

能
「

組
踊

」
に

親
し

も
う

執
心

鐘
入

鑑
３

若
松

に
よ

る
せ

り
ふ

の
抑

揚
を

聴
こ

う
。

鑑
４

そ
れ

ぞ
れ

の
音

楽
を

聴
い

て
、

気
付

い
た

こ
と

を
下

の
表

に
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。

鑑
５

謡
や

義
太

夫
節

の
始

め
の

部
分

を
謡

っ
た

り
語

っ
た

り
し

て
、

長
唄

と
の

違
い

を
感

じ
取

っ
て

も
い

い
ね

。

私
た

ち
が

受
け

継
ぐ

郷
土

の
祭

り
や

芸
能

鑑
６

地
域

に
伝

わ
る

か
け

が
え

の
な

い
文

化
を

、
私

た
ち

も
次

の
時

代
に

大
切

に
伝

え
て

い
き

た
い

ね
。

鑑
７

ふ
だ

ん
聴

い
て

い
る

曲
の

中
か

ら
２

曲
を

選
び

、
そ

の
音

楽
の

特
徴

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

入
れ

ま
し

ょ
う

。

鑑
８

友
達

と
発

表
し

合
い

、
さ

ま
ざ

ま
な

音
楽

の
ジ

ャ
ン

ル
が

あ
る

こ
と

を
知

り
ま

し
ょ

う
。

ル
ー

ル
を

守
っ

て
音

楽
を

楽
し

も
う

！
鑑

９
例

え
ば

こ
ん

な
と

き
、

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

だ
ろ

う
？

調
べ

た
り

話
し

合
っ

た
り

し
よ

う
。

謡
い

継
ご

う
日

本
の

歌
ふ

る
さ

と
（

全
校

合
唱

）
表

1
4

歌
詞

に
こ

め
ら

れ
た

気
持

ち
や

情
景

を
想

像
し

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

旅
立

ち
の

日
に

表
1
5

各
パ

ー
ト

の
重

な
り

や
掛

け
合

い
を

感
じ

取
り

な
が

ら
歌

い
ま

し
ょ

う
。

春
に

表
1
6

詩
と

曲
の

構
成

と
の

関
係

を
調

べ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

部
分

を
ど

の
よ

う
に

表
現

し
た

ら
よ

い
の

か
考

え
ま

し
ょ

う
。

表
1
7

音
楽

の
授

業
で

学
ん

だ
こ

と
を

生
か

し
て

、
み

ん
な

に
薦

め
た

い
１

曲
を

選
び

、
そ

の
曲

の
よ

さ
を

音
楽

と
関

連
付

け
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
し

ま
し

ょ
う

。

表
1
8

曲
の

よ
さ

や
聴

き
ど

こ
ろ

を
伝

え
る

紹
介

文
を

下
の

表
に

書
き

ま
し

ょ
う

。

表
1
9

紹
介

文
を

も
と

に
、

音
楽

と
関

連
付

け
な

が
ら

プ
レ

ゼ
ン

し
ま

し
ょ

う
。

表
2
0

友
達

の
プ

レ
ゼ

ン
を

聞
い

て
、

気
に

な
っ

た
曲

と
そ

の
理

由
を

メ
モ

し
ま

し
ょ

う
。

Ｍ
ｙ

　
Ｍ

ｅ
ｌ

ｏ
ｄ

ｙ
♪

花
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

、
言

葉
を

大
切

に
し

て
合

唱
し

よ
う

。

２ ・ ３ 下

ハ
長

調
の

音
階

を
使

っ
て

ま
と

ま
り

の
あ

る
旋

律
を

つ
く

ろ
う

。

心
通

う
合

唱

教 　 　 芸

音
の

特
徴

や
重

な
り

を
感

じ
て

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

ろ
う

。
Ｌ

ｅ
ｔ

’
ｓ

　
Ｃ

ｒ
ｅ

ａ
ｔ

ｅ
！

能
「

安
宅

」
　

歌
舞

伎
「

勧
進

帳
」

文
楽

「
鳴

響
安

宅
新

関
」

伝
統

音
楽

の
魅

力
を

見
つ

け
よ

う

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

ジ
ャ

ン
ル

（
日

本
編

）

曲
の

よ
さ

を
プ

レ
ゼ

ン
し

よ
う
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「
別
紙
２
－
４
」
　
　

【
（

１
）

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
i
　

発
展

的
な

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

箇
所

　
】

　
（

　
中

学
校

　
　

音
楽

一
般

　
）

発
行

者
学
年

取
り

上
げ

て
い

る
内
容

具
体

的
な

学
習

の
内

容

１
「

音
」

っ
て

な
ぁ

に
？

も
の

の
振

動
、
空

気
、
水

の
振

動
で
音

が
鳴

る
こ
と
や

、
音

の
振
動

に
は

時
間

が
か

か
る
こ
と
な
ど
の

説
明

。
も
の

が
振

動
し
て
、
そ
の

振
動

が
空

気
を
通

し
て
耳

に
伝

わ
る
現

象
が

「
音

」
で
あ
る
こ
と
。

２
・
３
上

音
の

三
要

素
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
－

１
音

量
に
つ
い
て
物

理
的

な
側

面
か

ら
の

説
明

。

２
・
３

下
音

の
三

要
素

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
－

２
音

高
と
音

色
に
つ
い
て
の

物
理

的
な
側

面
か

ら
の

説
明

。

１

２
・
３
上

２
・
３
下

　

教 芸教 出
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「
別
紙
２
－
５

」
　
　
【
（
１
）
内
容
　
調
査

項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
 
】
　
（
中
学
校

　
音
楽
一
般
）

発
行
者

教
出

教
芸

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
国
歌
　
君
が
代
」

・
【
歌
詞
】
（
１
年
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
上
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
下
Ｐ
8
2
）

・
【
楽
譜
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
）
】
（
１
年
Ｐ
8
3
）
（
２
・
３
上
Ｐ
8
3
）
（
２
・
３
下
Ｐ
8
3
）

・
【
本
文
】
歌
詞
の
大
意
及
び
解
説
（
１
年
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
上
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
下
Ｐ
8
2
）

　
　
　
　
　
歌
詞
の
大
意
：
「
細
石
が
集
ま
り
や
が
て
大
き
な
岩
と
な
り
　
そ
の
上
を
苔
が
一
面
に
覆
う
ほ
ど
の
永
き
に
わ
た
り
　
日
本
の
平
和
と
繁
栄
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
う
」

　
　
　
　
　
解
説
：
「
世
界
の
人
々
も
自
分
の
国
や
地
域
の
平
和
や
発
展
を
願
い
、
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
互
い
に
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

・
【
写
真
】
細
石
の
写
真
　
１
点
（
１
年
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
上
Ｐ
8
2
）
（
２
・
３
下
Ｐ
8
2
）

「
国
歌
　
君
が
代
」

・
【
歌
詞
】
（
１
年
Ｐ
9
9
）
（
２
・
３
上
Ｐ
9
9
）
（
２
・
３
下
Ｐ
9
9
）

・
【
楽
譜
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
）
】
（
１
年
Ｐ
9
8
）
（
２
・
３
上
Ｐ
9
8
）
（
２
・
３
下
Ｐ
9
8
）

・
【
本
文
】
歌
詞
の
大
意
及
び
解
説
（
１
年
Ｐ
9
8
）
（
２
・
３
上
Ｐ
9
8
）
（
２
・
３
下
Ｐ
9
8
）

　
　
　
　
　
歌
詞
の
大
意
：
「
日
本
の
国
が
、
細
か
い
石
が
集
ま
り
固

ま
っ
て
大
き
な
岩
と
な
り
、
苔
で
覆
わ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
長
い
間
(＝

永
久
に
)平

和
が
続
き
繁
栄
し
ま
す
よ
う

　
　
　
　
　
に
。
」

　
　
　
　
　
解
説
：
「
国
歌
「
君
が
代
」
の
歌
詞
は
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
「
古
今
和
歌
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
旋
律
は
明
治
1
3
(1
8
8
0
)年

に
つ
く
ら
れ

　
　
　
　
　
ま
し
た
。
」

・
【
写
真
】
国
歌
・
国
旗
と
国
際
的
儀
礼
の
写
真
　
１
点
（
１
年
Ｐ
9
9
）
（
２
・
３
上
Ｐ
9
9
）
（
２
・
３
下
Ｐ
9
9
）
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「
別
紙
２
－
７
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱

い
　
】
（
中

学
校

　
音

楽
一

般
）

発
行
者

教
出

教
芸

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学

年
　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

・
記
載

な
し

「
国
歌
　
君

が
代

」
　
・
【
本
文
】
国

歌
は

、
国

内
で
行

わ
れ

る
式

典
や
行

事
、
大

会
の

他
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ス
ポ
ー
ツ
の

国
際

試
合

な
ど
、
国

際
的

な
場

面
や

場
所

で
も
よ
く
歌

わ
れ

る
。

　
　
　
　
　
（
１
年

下
Ｐ
9
9
）
(２

・
３
年

上
Ｐ
9
9
)(
２
・
３
年

下
Ｐ
9
9
)

　
・
【
写
真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
表

彰
式

で
「
君

が
代

」
を
歌

う
日

本
人

選
手

（
１
年

Ｐ
9
9
）
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「
別
紙
３
」
　
【
（
２
）
構

成
上

の
工

夫
 
】

　
（

中
学

校
　

音
楽

一
般

）

　
　
　
　
項
目

発
行
者

ア
　
目

次
、
表

記
、
表

現
の

工
夫

　
　
イ
　
絵

、
図

、
写

真
、
資

料
、

　
　
　
楽

譜
等

の
工
夫

ウ
　
単

元
構

成
の

工
夫

　
エ

　
「

主
体

的
・

対
話

的
で

　
　

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

　
　

け
た

工
夫

オ
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

　
の

視
点

カ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
　

の
扱

い
キ

　
そ

の
他

教 出

・
歌

唱
、
創

作
、
器

楽
が

色
分

け
さ
れ

て
表

記
さ
れ

て
い
る
。

・
目
次
だ
け
で
な
く
、
「
学
び
の

ユ
ニ
ッ

ト
」
と
称

し
て
、
題

材
の

ま
と
ま
り
や

関
連
す
る
教
材

を
示

し
て
い
る
。

・
「
学

び
の
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は

各
題

材
に

お
い
て
学

び
の

手
掛

か
り
と
な
る
共
通

事
項
を
示
し
て
い
る
。

・
楽
曲
に
関
連
す
る
写
真
が
カ
ラ
ー
で

豊
富

に
掲

載
さ
れ

て
い
る
。

・
鑑

賞
教

材
に
お
い
て
、
様

々
な
種

類
の

楽
譜

が
提

示
さ
れ

て
い
る
。

・
鑑

賞
と
歌

唱
を
融

合
さ
せ

た
題

材
構

成
が

な
さ
れ

て
い
る
。

・
学

ん
だ
こ
と
を
比
較
し
た
り
、
深

め
た
り
す
る
こ
と
の

で
き
る
教
材

を
配

置
し
て
い
る
。

・
知

覚
し
た
こ
と
や

感
受

し
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
交

流
す
る

場
面
を
設
け
て
い
る
。

・
学

習
を
記

入
す
る
ペ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ

て
い
る
。

・
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
を
使
用
し
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｃ
Ｕ
Ｄ
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

等
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
「
ま
な
び
リ
ン
ク
」
で
は
、
目

次
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ

て
い
る
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
取

る
と
、
学

習
に

関
連
す
る
音
源
を
聴
い
た
り
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
閲
覧
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
音
楽
」
で
は
、
音

楽
の

学
習

に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活

用
方

法
の

例
を
示

し
て
い
る
。

・
発

展
的

な
学

習
と

し
て

、
「

中
学

校
音

楽
で

定
め

ら
れ

た
学

習
内

容
の

他
に

、
さ

ら
に

学
習

し
た

い
と

き
に

は
取

り
組

ん
で

み
ま

し
ょ

う
。

」
と

明
示

さ
れ

て
い

る
。

・
く

ら
し

の
中

の
音

楽
と

し
て

、
「

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

・
教

育
活

動
・

音
楽

療
法

」
に

つ
い

て
触

れ
ら

れ
て

い
る

。

教 芸

・
３
つ
の
資

質
・
能

力
と
、
そ
れ

に
対

応
す
る
学
習
内
容
や
教
材
を
示
し
た
「
学

び
の

地
図

」
と
な
る
内

容
が

掲
載

さ
れ

て
い
る
。

・
学
習
内
容

の
ペ
ー
ジ
で
は

、
各

教
材

で
何
を
学
習

す
る
の

か
が

明
記

さ
れ

て
い
る
。

・
各

教
材

で
考

え
さ
せ

た
り
工

夫
さ
せ

た
り
し
た
い
内
容
を
、
人
物
の
絵
を
用

い
て
会

話
形

式
に
し
て
い
る
。

・
歌
詞
の
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス

ト
や

背
景

・
風

景
が
描

か
れ

て
い
る
。

・
鑑

賞
教

材
に
お
い
て
、
様

々
な
種

類
の

楽
譜

が
提

示
さ
れ

て
い
る
。

・
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

に
つ
い
て
は

、
鑑

賞
・
歌

唱
を
リ

ン
ク
さ
せ

な
が

ら
学

習
で
き
る
よ

う
な
配

列
が

な
さ
れ

て
い
る
。

・
巻

頭
ペ
ー
ジ
に
、
各

界
の

プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
方

か
ら
中

学
生

へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲

載
し
て

い
る
。

・
「
深

め
よ
う
！

音
楽

」
で
は

具
体

的
な
活

動
内

容
が

示
さ
れ

て
お

り
、
話

合
い
活

動
や

発
表

活
動

が
設

定
さ
れ

て
い
る
。

・
自

分
で
考

え
る
、
他

人
と
話

し
合

う
、
音
楽
を
紹
介
す
る
等

、
様
々
な

対
話

の
場

面
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

・
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
を
使
用
し
て
い
る
。

・
色
彩

デ
ザ

イ
ン
に
関

す
る
配

慮
が

さ
れ
て
い
る
。

等
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
人
物
や
音
楽
用
語
に
つ
い
て
調

べ
ら
れ

る
よ
う
に
二

次
元

コ
ー
ド
が

添
付

さ
れ

て
い
る
。

・
生
徒
に
身
近
な
「
音
楽
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」
を
例
に
、
音
楽
に
関
す
る

知
的

財
産

権
に
つ
い
て
、
示

さ
れ

て
い
る
。

・
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

だ
け

で
な

く
、

日
本

や
海

外
の

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
な

ど
、

様
々

な
ジ

ャ
ン

ル
の

作
品

を
紹

介
し

て
い

る
。
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